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水道料金 改定を します
９令和 年４ から月１日

広報はまだ６月号では、７月から11月まで開催する「水道料金改定説明会」
についてご案内しました。今月号では料金改定の内容を説明します。
※　今回の改定は水道料金のみで下水道使用料の改定はありません。

説明会について
はこちらから
見られます

いつから変わるの？
令和９年４月１日から新料金が適用されます。
ただし、令和９年３月31日以前から継続使用されている人は、経過措置により５月使用分から適用されます。

５月検針分のうち、５月使用分から新料金を適用
（４月使用分は現行料金）

１ 奇数月検針地域に住んでいる人
６月検針分から新料金を適用

２ 偶数月検針地域に住んでいる人

検針地域 令和９年２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月

奇数月
検針地域

偶数月
検針地域

新料金現行料金

４月１日適用

３月使用分
３月検針日

２月検針日

３月使用分 ４月使用分
４月検針日

４月使用分 ５月使用分
５月検針日

６月使用分 ７月使用分

５月使用分 ６月使用分
６月検針日

７月使用分

７月検針日

新料金表

メーターの口径 現行 令和９年４月 令和10年４月 令和11年４月
 13㎜  1,848.0円  2,030.6円  2,214.3円   2,398.0円
 20㎜  1,980.0円  2,173.6円  2,368.3円   2,563.0円
 25㎜  2,860.0円  3,149.3円  3,438.6円   3,729.0円
 30㎜  2,860.0円  3,215.3円  3,570.6円   3,927.0円
 40㎜  6,820.0円  7,557.0円  8,294.0円   9,031.0円
 50㎜ 13,640.0円 15,117.3円 16,594.6円  18,073.0円
 75㎜ 20,240.0円 22,432.3円 24,624.6円  26,818.0円
100㎜ 68,640.0円 76,087.0円 83,534.0円  90,981.0円
150㎜ 78,540.0円 87,060.6円 95,582.3円 104,104.0円

どのように変わるの？

※　激変緩和措置により、３年間で毎年平均
　11.5％ずつ段階的に引き上げます。

料金改定率 平均34.5%

料金の計算方法

＋
（１円未満の端数が
　ある場合は切り捨て）

基本料金１ 従量料金２ ＝ 水道料金新

改定後の水道料金 左ページ表のとおり

新水道料金の試算
はこちらから
できます

市ホームページ
はこちらから
見られます

　水道料金計算システムで
新水道料金が試算できます。
　市ホームページに開設し
ましたのでご利用ください。

使用水量 現行 令和９年４月 令和10年４月 令和11年４月
   0㎥～  20㎥  93.5円 104.5円 115.5円 126.5円
  21㎥～  40㎥ 165.0円 184.8円 204.6円 224.4円
  41㎥～ 100㎥ 203.5円 228.8円 254.1円 280.5円
 101㎥～1000㎥ 242.0円 272.8円 303.6円 334.4円
1001㎥～2000㎥ 225.5円 251.9円 278.3円 305.8円
2001㎥～ 209.0円 233.2円 257.4円 282.7円

使用水量 現行 令和９年４月 令和10年４月 令和11年４月
臨時・船舶 539.0円/㎥ 607.2円/㎥ 675.4円/㎥ 743.6円/㎥
私設消火栓 286.0円/回 322.3円/回 358.6円/回 394.9円/回

・共用給水装置の場合の料金は、口径13㎜の水道メーターが各戸に設置され、かつ、各戸の使用水量
を均等とみなして各戸ごとに計算します。

・外国船舶の給水の用に供するものは、消費税は免税になります。

問合せ　上下水道部水道管理課料金係　☎㉕９９０３

従量料金２
（１㎥につき２か月・税込み）

（税込み）
臨時など３

基本料金１
（２か月・税込み）

新水道料金への問い合わせ専用フリーダイヤルを開設しました。
令和９年７月31日までご利用が可能です。
お気軽にお問い合わせください。

フリーダイヤル ０８００- ５５５- １
い

１
い

３
み

２
ず

受付時間　　　　平日　午前８時30分～午後５時15分

水道料金改定に伴うフリーダイヤルを開設します
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共通

会場 総合福祉センター
２階研修室

料金 無料

７ 13月 日月申込期限

こどもは大人と同じく一人の人間として権利（人権）をもっています。こどもは成長発達の過程にあって、
大人から守られる存在であると同時に、権利の主体でもあります。今を生きる浜田市の全てのこどもたちが
幸せなこども時代を過ごしていくには、全てのこどもたちの権利が守られ、参加し、自分らしさを見つけ出
せるまちを、行政や市民（こどもを含む）で一緒につくっていくことが必要です。
浜田市は、こどもの権利が具体化したまちをつくることを大人とこどもが約束するため、「(仮称)こども

の権利に関する条例」の制定に向けて取組を進めており、令和11年４月１日施行を目指しています。あらゆ
るこども施策や教育、こどもに関わる施設や市民に結びつく、実効性のある条例を目指します。

国連子どもの権利条約（1994年日本批准）の４原則である「差別の禁止」、「こどもの最善の利益の
優先」、「こどもの生命・生存・発達の保障」、「こどもの意見の尊重」、を基に、浜田市ではどのよう
にこどもの権利を保障し、進めていくのか明確になります。

学校・家庭・地域の大人たちが共通認識できるよう
になり、こどもも自分たちの権利を知り、こどもをま
んなかにした行動ができるようになります。
右記のチャートで示しているように、全ての人が当

事者となり、社会全体で「こどもまんなか」という一
貫した考え方の下で、こどもの育ちを支えていく行動
ができるようになります。

１ 浜
は ま だ し

田市のこどもの権
け ん り

利の保
ほしょう

障・進
すす

め方
かた

が明
め い か く か

確化

こどもと大人が一緒に考えることで、こど
もが安全で安心して暮らせる学校・家庭・地
域などの環境を整えることができます。

３ こどものくらし・環
かんきょう

境

の整
せ い び

備
こどもの意見を聴き反映させた条例となるよう、

こどもの参画の場の設定やアンケートなどの取組
を予定していますので、ご協力をお願いします。

２ こどもをまんなかにした

行
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「子どもの権利条約（児童の権利に関する条約）には全部で42個の
権利があり、その基本的な考え方は次の４つです。浜田のこどもたち
が大事にしたい権利について、こどもとともに考えていきます。

差別の禁止 こどもの意見
の尊重

こどもの最善の
利益の優先

こどもの生命・
生存・発達の保障

全てのこどもは、どんな
理由でも差別されない

「こどもにとって最もよ
いことは何か」を考えて
決め、行われる

もって生まれた能力を十
分に伸ばして成長できる
よう支援を受けられる

自由に意見を表すことが
でき、おとなはその意見
を十分に考慮する

こどもの権
け ん り

利って？

申込み・問合せ　子ども・子育て支援課子ども政策係　☎㉕９３３１

キックオフイベント
市
し み ん
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する講
こ う ざ

座とワークショップ
こどもの権

け ん り

利
ワークショップ9 30～13 30： ：

７ 20月 日祝 ７ 20月 日祝
14 30～16 30： ：

対象
18歳までのこども(※)

※　浜田市内に在住又は在学の
　高校３年生年代まで

対象
どなたでも

申込方法
右記二次元
コードから
又は下記
申込み先へ

右記二次元
申込方法

右記二次元
コードから
又は下記
申込み先へ

右記二次元

詳細は
市ホームページ
から見られます

詳細は
市ホームページ
から見られます

こどもまんなかチャート

こども

保 者護 育者 養・
も すと 接直接

るど 人こ

も すが ご過 空ど 間こ

地 間域 空の

施 化策 文や
出典：こども家庭庁

進行 藪長千乃さん（東洋大学教授）
福田みのりさん
　  （山口東京理科大学准教授）

講師 森田明美さん（東洋大学名誉教授）
松田妙子さん
（NPO法人せたがや子育てネット代表）

今年度が条例制定に向けて取り組む初年度であることから、こども自身の声や市民の皆さんの思いを反映しなが
ら制定していくために、まずはこどもの権利を知り、日頃こどもたちが感じていることを聴くことを目的に、東洋
大学との共催でキックオフイベントを開催します。
午前のワークショップでは、参加するこどものプライバシーが守られ、言いたいことを言える雰囲気の中で、大

みんなでつくろう「こどもの権
け ん り

利条
じょうれい

例」

学生や周りのこどもと一緒に浜田市のこどもの「今とこれから」をグループごとに話
し合います。話し合いの後は、昼食やお菓子、飲み物を用意しランチタイムを設けて、
市長や大人に話し合った内容を伝えます。
午後は、こども・市民参加でこどもの権利条例を作った自治体での取組を聴き、浜
田市の今後の取組を考えます。
多くの皆さんの参加が、条例づくりの力になります。ぜひご参加ください。

※　こども連れの参加可。詳細
　は市ホームぺージをご確認く
　ださい。



67 広報はまだ：令和８年７月号広報はまだ：令和８年７月号

問合せ
　萩・石見空港利用拡大促進協議会
　（益田市空港対策室）
　☎０８５６㉓０９９０

萩・石見空港から
大阪に行こう

萩・石見空港大阪(伊丹)線　夏季限定運航

運航期間
８月７日 金 ８月13 日 木 （７日間）

運航ダイヤ
萩・石見　→　大阪（伊丹） 大阪（伊丹）　→　萩・石見

便名 萩・石見発 大阪（伊丹）着 便名 大阪（伊丹）発 萩・石見着

1148便  9:00 10:05 1147便  7:30  8:30

萩・石見空港利用拡大促
進協議会のホームページは
こちらから見られます

「超・大阪夏得」助成
今年もあります！！

助成対象 助成金額

萩・石見圏域（※１）在住者 １人当たり7,000円／片道

・上記以外の島根県在住者
・上記圏域出身者（家族含む）

１人当たり5,000円／片道

※１　萩・石見圏域 … 浜田市、益田市、江津市、津和野町、吉賀町、邑南町、萩市、阿武町

※　モバイル搭乗券では受付できません。
１ 搭乗証明書

２ eチケットお客様控え

申請に必要なもの申請期限

９月 30 日 水
（当日消印有効）

　運賃リニューアルに伴い、萩・石見空港利用拡大促進
協議会の助成金申請時に「ｅチケットお客様控え」も必
要となりましたので、ご注意ください。

５月 19 日搭乗分からANA国内運賃リニューアル

市では、新規に婚姻した世帯に対し、少子化対策及び定住促進を目的として、次の①又は②の
いずれかの支援を行います。

詳細は
市ホームページ
から見られます

１ 結婚新生活支援事業
補助金

新婚世帯の住居費（購入費用、
賃貸費用、リフォーム費用）や
引っ越し費用を補助します。

♥令和８年１月１日以降に婚姻届を提出
♥夫婦ともに婚姻日の年齢が39歳以下
♥申請時に夫婦双方の住民票の住所が補助対象と
なる住宅の住所になっていること

♥申請日から継続して５年以上、夫婦の双方が浜
田市に定住する見込みがあること

♥直近の所得証明書をもとにした夫婦合計所得が
500万円未満であること

対象要件（※）

30万円

夫婦とも
39歳以下

１世帯当たり
60万円

夫婦とも
29歳以下

１世帯当たり

上限

申請期限
令和９年
２月末まで

２ 結婚新生活応援金
新婚世帯へ結婚
新生活応援金を
支給します（使
途の制限なし）。

対象要件（※）
♥婚姻日に夫婦双方又は一方が市内に住所を
有し、かつ申請時に夫婦の双方が市内に住
所を有すること

♥申請日から継続して５年以上、夫婦の双方
が浜田市に定住する見込みがあること

♥年齢要件、所得要件なし

10万円
１世帯当たり

申請期限
婚姻日から
１年以内

※　対象要件はほかにもありますので、
　お問い合わせください。

問合せ　定住関係人口推進課移住定住係
　　　　☎㉕９５１１

結婚を考え
ている人へ

浜田市で

を応援します!!結婚新生活

　大雨などの異常気象時に雨量が基準を超える恐れ
がある場合は、左図の山陰道や国道９号の区間で通
行止めを実施します。
　国土交通省浜田河川国道事務所では、事前通行規
制や災害時などに関する情報提供を行っています。

異常気象時による
事前通行規制区間について

問合せ　国土交通省　浜田河川国道事務所
　　　　☎㉒２４８０

浜田河川国道
事務所
Facebook

大雨の「もしも」に備え、
早めの通行止めを行います

浜田河川国道
事務所X

山陰道
浜田バイパス東口
　　　　～遠田IC

国道９号
益田市神田町三星
～鹿足郡津和野町
　　　　　　枕瀬

浜田市

津和野町

江津市

益田市

吉賀町
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元気な浜田をつくります 市長日記 （令和８年５月）

市長と語る会を開催し、浜田市ボラン
ティアガイドの会の皆さんと意見交換を
行いました（５月20日）

交通安全対策協議会総会に出席し、交通
事故防止や交通安全対策などについて事
業報告を受けました（５月27日）

㈱キヌヤから長沢サブセンターへの防災食などの災害備蓄品の寄附贈呈を受けました（５月28日）

ポルセイド浜田の代表、監督及び選手か
ら、前シーズン成績の報告と次期開幕戦
への意気込みを伺いました（５月28日）

2026中国サッカーリーグの「ベルガロッソ
いわみ」のホームゲーム会場を訪問し、選
手たちにエールを贈りました（５月24日）

下関市で開催された中国市長会総会に出席
し、全国市長会へ提出する議案についての
審議などを行いました（５月21日）

人権擁護委員協議会総会に出席し、日頃の人
権啓発活動への感謝と人権尊重のまちづくり
の推進について挨拶を行いました（５月19日）

主要地方道桜江金城線改良促進期成同盟会総会に
出席し、中村江津市長ら関係者と本路線の早期改
良整備に向け、結束を強めました（５月19日）

市議会の澁谷議長と、石原恵利子島根県
副知事らを訪問し、国・県に対する重点
要望書を提出しました（５月15日）

浜田地区保護司会総会に出席し、罪を犯
した人の更生を助ける更生保護活動など
の事業報告を受けました（５月18日）

中国地方のB&G海洋センターなどが所
在する市町村で災害時相互応援協定を締
結しました（５月14日）

中国地区港湾協議会
理事会に出席し、関

係団体などと意見交
換や境港の視察を行

いました（５月11日
）

広報はまだ：令和８年７月号9

清
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冥
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平成７年　ブータン王国との「文化交流
　　　　　の協定書」に調印、和紙の技
　　　　　術指導を推進
平成８年　晴海台住宅団地分譲開始
平成９年　統合三隅小学校開校
平成10年　平原地区簡易水道完成
　　　　　リハビリテーションカレッジ
　　　　　島根開校
　　　　　中国電力三隅発電所１号機が
　　　　　営業運転開始
平成11年　岡見住宅団地分譲開始
　　　　　「日本の棚田百選」に室谷地区が認定

ご功績

平成12年　大麻山遊歩道完成
平成13年　統合三隅中学校開校
　　　　　石正美術館開館
平成14年　河内トンネル開通
　　　　　三保三隅浄化センター完成
平成15年　芦谷大橋竣工
平成16年　生活路線バス「ひゃこるバス」
　　　　　運行開始
　　　　　５市町村による合併協定調印
平成17年　ケーブルテレビ「ひゃこるネッ
　　　　　トみすみ」開局
　　　　　新三隅町制施行50周年式典開催

元
三
隅
町
長
の
清
谷
祐
二
氏

（
86
歳
）
が
令
和
８
年
５
月
16
日

に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
清
谷
氏

は
、
平
成
７
年
５
月
に
三
隅
町
長

に
初
当
選
以
来
、
平
成
17
年
10
月

の
浜
田
市
・
金
城
町
・
旭
町
・
弥

栄
村
と
の
市
町
村
合
併
ま
で
の
３

期
10
年
５
か
月
に
わ
た
っ
て
、
町

政
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
、
数
々
の

輝
か
し
い
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ら
永
年
の
功
績
が
認
め
ら

れ
、
平
成
22
年
春
の
叙
勲
で
は
、

「
旭
日
小
綬
章
」
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

旧
三
隅
町
・
浜
田
市
の
発
展
の

た
め
、
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
こ
と

に
感
謝
し
ま
す
と
と
も
に
、
謹
ん

で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

パブリックコメント
計画などを作成する前にその案を公表し、皆さんからのご意見を募り、参考にします。

第３次浜田市水道ビジョン（案）
（計画期間：令和８年度～17年度）

浜田市水道ビジョンとは
浜田市水道事業の課題や取組、目標などを決める
もとになる将来を見据えた基本計画のこと

提出・問合せ
　・上下水道部工務課計画係
　〒697‒8501　浜田市殿町１番地
　☎㉕９９１１・℻  ㉒９３６１

　　E-mail：suidou-koumu@city.hamada.lg.jp

募集・閲覧期間 ７月１日㈬～31日㈮

※　市ホームページでも閲覧できます。

閲覧場所 上下水道部工務課、水道管理課、
美川浄水場
各支所市民福祉課

中央図書館

提出期限日 ７月31日㈮

※　意見を郵送で提出する場合は、提出期限日の消
印有効とします。

※　メールの場合は、件名を「第３次浜田市水道ビ
ジョン（案）に係る意見」とし、指定の様式を添
付し送信してください。

※　いただいた意見への個別回答は行いません。
※　指定の様式は、閲覧場所にあります。
　市ホームページからも
　ダウンロードできます。

意見提出の方法
水道ビジョン（案）
を閲覧する1 自分の意見を

まとめる2
指定の様式に必要事項を記入して提出する3

郵送 FAX メール持参

注意事項

ホームページは
こちらから
見られます

氏名・住所・
連絡先明記なし

電話 口頭受付
不可
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ま ち の 　 わ だ い♥ ♥Town TopicsTown Topics

自分の夢や生き方を考える
～ 先輩に学ぶ授業 ～

はまだ

思い思いの構図で描く中学生

餅まきでにぎわう会場 声をかけながら、ヒラメの稚魚を放流する児童

みんなで協力して植えました しゃぼん玉遊びをする来場者

マルシェを楽しむ来場者 ごみの分別について学ぶ参加者

　５月12日㈫、旭中学校のスケッチ大会が開催されました。毎
年、各地区の風景や地域の建造物などを対象に写生が行われて
おり、今年は本郷地区に出向き、一日かけて歴史ある社寺や自
然豊かな田園風景を描きました。
　地域への愛着を育むことも目的としたこの行事では、地域住
民の見守りや声かけなどの交流もあり、後日、学校から地域へ
お礼の手紙が送られるなど、地域と学校との温かなつながりを
感じられる行事となりました。完成した作品は、旭ふる里まつ
りで地域の人に披露される予定です。

　５月23日㈯、地域交流プラザまんてんで「まんてんであそぼ
♪」が開催されました。この催しは、地域を盛り上げるために、
旭地域の住民有志でつくる「旭あさひ会」が企画したものです。
　日中は、フリーマーケットやしゃぼん玉遊びなどが行われ、
夕方からは、おすすめの日本酒などを持ち寄った地域の交流会
も開かれるなど、大人から子どもまで、幅広い世代が楽しめる
催しとなりました。旭あさひ会のスタッフは「今後も地域の皆
さんが気軽に集い、楽しめる企画を続けていきたい」と、次回
開催への意欲を見せていました。

　５月７日㈭、今福小学校１～６年生の児童35人が、今福地内
で田植え体験を行いました。
　苗の植え方の説明後、田んぼの中に足を踏み入れると、冷た
い泥の感触に、各所から楽しそうな声が聞こえました。
　児童は泥に足を取られながらも、先生や地域の人と横一列に
並び、線に沿いながら丁寧に苗を植えていきました。
　作業を終えた６年生からは「地域の人と一緒に、真剣に取り
組むことができた」と感想があり、田植え体験をとおして、地
域とのつながりを感じられる行事となりました。

　５月14日㈭、瀬戸ケ島町のおおうらの浜でヒラメの稚魚放流
体験が行われました。これは、次代を担う小学生に栽培漁業の
目的や漁業関係者の取組について学んでもらい、理解を深める
ことを目的とし、島根県水産振興協会が毎年開催しています。
　今年は、原井小学校の５年生と弥栄小学校の５・６年生の計
49人の児童が参加しました。天候にも恵まれ、栽培漁業やクイ
ズを交えた魚の特徴などの話を聞いた後、「大きくなって、帰っ
てきてね」と声をかけながら、ヒラメの稚魚を海へ放ちました。

　５月４日㈷、ふるさと体験村で「春まつり」が開催されまし
た。当日はあいにくの雨で肌寒い気候でしたが、会場は多くの
来場者でにぎわいました。
　弥栄町特産の自然薯汁や人気の漬物「いぶり香

こうこう

香」など12の
店舗が並んだほか、広場では「田ばやし」や「よさこい」、ど
ぶろく「弥

いやしろ

盛」の鏡開き、餅まきや石見神楽などの多彩な催し
が行われ、会場は大いに盛り上がりました。来場者からは、「旬
の山菜や地域の特産品を堪能できた。また来年も楽しみにして
いる」と満足した声が聞かれました。

　５月13日㈬、小国まちづくりセンターでふるさと学習会「ご
みの分別出前講座」が開催され、講師の市環境課の職員から、
知らない人に教えたくなるようなごみの分別にまつわる話を聞
きました。
　市のごみ処理施設において、環境汚染物質の発生を抑えるた
めに高温で焼却することや、市役所にある、びん・かん・ペッ
トボトル回収ボックスの利用が、有料ごみ袋の購入費用節約に
つながるなど、普段聞けない話から日々の暮らしに役立つ情報
など幅広い知識を学べる一日となりました。

　４月26日㈰、三隅公園で「三隅のつつじポケットマルシェ」
が開催されました。このイベントは、三隅公園のつつじを楽し
みながら地域交流を深めることを目的として、三隅のつつじ
ウィーク実行委員会が昨年に引き続き企画したものです。
　当日は、小雨が降るあいにくの天気でしたが、７～８分咲き
のつつじが公園を鮮やかに彩る中、地元グルメが楽しめるマル
シェやワークショップ、公園内を散策しながら行うスタンプラ
リーなどが行われ、会場は大いににぎわっていました。

さわやかな空の下、自然を感じて
～ 旭中スケッチ大会 ～

あさひ

大きくなって、帰ってきてね
～ ヒラメの稚魚放流体験 ～

はまだ弥栄の春、どぶろくが紡ぐ地域の絆
～ ふるさと体験村春まつり ～

やさか

昔ながらの田植え体験
～ 今福小学校田植え体験 ～

かなぎ あさひで元気に遊ぼう
～ まんてんであそぼ♪ ～

あさひ

知って得するごみの分別
～ 小国ふるさと学習会 ～

かなぎつつじでつながる地域の輪
～ 三隅のつつじポケットマルシェ ～

みすみ

大﨑選手とバスケットボールを楽しむ児童

　６月２日㈫、国府小学校で「先輩に学ぶ授業」が行われ、プ
ロバスケットボール選手の大﨑翔太さんとプロバレーボール選
手の大﨑琴未さんが母校を訪れました。競技を始めたきっかけ
やプロになるまでの歩みを語り、児童から質問のあった、現在
大切にしていることや今後の目標などについても答えました。
　その後、児童たちと一緒にプレーを楽しみ、プロならではの
技術を披露するとともに、笑顔で交流を深めました。母校の先
輩との触れ合いは貴重な学びの機会となりました。

1011 広報はまだ：令和８年７月号
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
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子
育
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健
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保
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育・文
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ポ
ー
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

1213 広報はまだ：令和８年７月号

安
全
安
心

海
の
事
件
・
事
故
は
１
１
８
番

海
で
安
全
に
楽
し
む
た
め
に

海
上
保
安
庁
で
は
、
遊
泳
を
は
じ

め
、
釣
り
や
船
に
乗
る
時
も
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

海
で
安
全
に
楽
し
む
た
め
に
、
次

の
注
意
事
項
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

注
意
事
項

遊
泳

・
同
行
者
か
ら
目
を
離
さ
な
い
。

・
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
必
ず
着
用

す
る
。

ウォーターセーフ
ティーガイドは
こちらから
見られます

市
で
は
、
昭
和
58
年
７
月
20
日
か

ら
23
日
に
か
け
て
未
曾
有
の
被
害
を

も
た
ら
し
た
、「
山
陰
豪
雨
災
害
」

の
教
訓
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
次
世
代

に
伝
え
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
毎
年
７
月
23
日
を

「
市
民
防
災
の
日
」
と
定
め
て
い
ま

す
。市

民
防
災
の
日
に
は
、
防
災
行
政

無
線
に
よ
り
、
犠
牲
に
な
っ
た
人
に

黙
祷
を
さ
さ
げ
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

黙
祷
実
施
日

７
月
23
日
㈭

浜
田
・
金
城
・
旭
・
弥
栄
・
三
隅

午
後
０
時
５
分
頃

問
合
せ

防
災
安
全
課
防
災
安
全
係

☎
㉕
９
１
２
２

７
月
23
日
㈭
は

「
市
民
防
災
の
日
」
で
す

７
月
13
日
㈪
か
ら
22
日
㈬
ま
で

「
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
」

が
実
施
さ
れ
ま
す

夏
季
は
、
行
楽
な
ど
に
よ
る
交
通

量
の
増
加
、
夏
特
有
の
解
放
感
、
暑

さ
か
ら
く
る
疲
れ
な
ど
に
よ
る
注
意

散
漫
が
原
因
と
な
る
交
通
事
故
や
休

み
中
の
子
ど
も
が
関
係
す
る
交
通
事

故
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交

通
マ
ナ
ー
を
実
践
し
て
、
交
通
事
故

を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

運
動
の
重
点

①
こ
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

②
自
転
車
利
用
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

着
用
を
は
じ
め
と
す
る
被
害
軽
減

対
策
の
徹
底

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

④
過
労
・
脇
見
運
転
の
防
止
と
安
全

速
度
の
徹
底

問
合
せ

防
災
安
全
課
防
災
安
全
係

☎
㉕
９
１
２
２

・
遊
泳
区
域
以
外
で
泳
が
な
い
。

・
体
調
不
良
時
や
飲
酒
後
は
海
に
入

ら
な
い
。

釣
り

・
あ
ら
か
じ
め
、
家
族
や
友
人
な
ど

に
、
行
先
と
帰
宅
予
定
時
間
を
伝

え
て
お
く
。

・
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
必
ず
着
用

す
る
。

・
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
を
防
水
パ
ッ
ク
に
入
れ
持
っ
て

行
き
、
連
絡
手
段
を
常
に
確
保
す

る
。

・
立
入
禁
止
区
域
や
消
波
ブ
ロ
ッ
ク

に
は
立
ち
入
ら
な
い
。

小
型
船
舶

・
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
必
ず
着
用

す
る
。

・
航
行
上
の
法
令
を
遵
守
す
る
。

・
出
航
前
に
、「
機
関
の
点
検
」「
残

燃
料
の
確
認
」「
船
体
の
確
認
」

を
行
う
。

・
常
時
適
切
な
見
張
り
を
行
う
。

・
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
を
防
水
パ
ッ
ク
に
入
れ
持
っ
て

行
き
、
連
絡
手
段
を
常
に
確
保
す

る
。

※

天
候
や
海
が
少
し
で
も
荒
れ
て

い
た
ら
、
無
理
を
せ
ず
出
航
を
取

り
止
め
る
。

※

注
意
事
項
の
詳
細
は
、
ウ
ォ
ー

タ
ー
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ガ
イ
ド
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

浜
田
海
上
保
安
部
交
通
課

☎
㉗
０
７
７
２

生
活
・
環
境

７月側溝消毒予定表
日 曜 場所
１ 水 浅井町４～６
２ 木 浅井町１～３・７、黒川町１・２
６ 月 黒川町３～７
７ 火 相生町１～３
８ 水 相生町３～４、竹迫町
９ 木 杉戸町、笠柄町
13 月 熱田町６～10
14 火 熱田町11～13
15 水 熱田町14、内田町
16 木 長浜町１～８
21 火 治和町２・３・５・６、津摩町、陽光台
22 水 日脚町２～６・８
23 木 唐鐘１～９
27 月 国分町１～３、唐鐘10～11､ 下府町４～６・８
28 火 下府町１～３、下府町６ー１、伊甘
29 水 上府町三宅、外ノ浦町、松原町１～３・６・８
30 木 松原町４・５・７・８、殿町１・６～８
※　週４日（月～木曜日）の作業です。
※　雨天などにより中止した場合、金曜日に実施するこ
とがあります。
※　詳しくはお問い合わせください。
問合せ　環境課廃棄物衛生係　☎㉕９４３０

家
庭
か
ら
出
る
廃
食
用
油
を

回
収
し
て
い
ま
す

ご
み
の
減
量
化
と
有
効
利
用
を
目

的
と
し
て
、
家
庭
か
ら
出
る
廃
食
用

油
（
使
用
済
み
油
）
を
回
収
し
て
い

ま
す
。
廃
食
用
油
は
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
な
ど
と
し
て
再
生
し
、
再

利
用
さ
れ
ま
す
。

回
収
タ
ン
ク
設
置
場
所

浜
田
市
役
所
東
分
庁
舎
側
駐
車
場
内

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
横

金
城

金
城
支
所
駐
車
場
内
公
用
車

車
庫
横

旭

旭
支
所
正
面
玄
関
下

弥
栄

弥
栄
支
所
イ
ベ
ン
ト
広
場

公
用
車
車
庫
横

三
隅

三
隅
支
所
ひ
ゃ
こ
る
バ
ス

待
合
所
横

持
込
み
方
法

で
き
る
だ
け
天
か
す
な
ど
は
取
り

除
い
て
、
回
収
場
所
に
設
置
し
て
あ

る
タ
ン
ク
に
投
入
し
て
く
だ
さ
い
。

お
願
い

・
植
物
性
の
食
用
油
に
限
り
ま
す
。

・
ラ
ー
ド
な
ど
の
動
物
性
や
エ
ン
ジ

ン
オ
イ
ル
、
灯
油
な
ど
の
石
油
類

は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

近
年
、
全
国
各
地
で
大
き
な
地
震

が
発
生
し
、
地
震
が
原
因
で
火
災
が

発
生
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
ま
す
。

地
震
に
対
す
る
備
え
は
重
要
で
す
。

市
で
は
、
8
月
に
地
震
体
験
車
を

用
い
た
地
震
の
体
験
が
で
き
ま
す
。

こ
の
機
会
に
防
災
に
関
す
る
知
識
と

技
術
を
習
得
し
て
く
だ
さ
い
。

体
験
期
間

８
月
５
日
㈬
〜
26
日
㈬

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

申
込
受
付
期
間

７
月
13
日
㈪
〜
29
日
㈬

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

申
込
要
件

・
３
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
が
停
車
で
き
る
駐

車
場
、
広
場
が
あ
る
こ
と

・
自
治
会
、
自
主
防
災
会
、
学
校
単

位
で
お
お
む
ね
20
人
以
上
の
参
加

者
が
見
込
め
る
こ
と

料
金

無
料

注
意
事
項

・
雨
天
の
場
合
は
中
止
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

・
先
着
順
の
た
め
、
申
込
み
が
多
数

の
場
合
は
ご
希
望
に
沿
え
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

消
防
本
部
予
防
課
予
防
係
へ

☎
㉒
１
１
６
７

地
震
体
験
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

地震体験車

・
事
業
所
か
ら
の
持
込
み
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

問
合
せ

・
環
境
課
廃
棄
物
衛
生
係

☎
㉕
９
４
３
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

不
要
に
な
っ
た
パ
ソ
コ
ン
を

宅
配
便
で
回
収
し
ま
す

市
で
は
、
リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
リ

サ
イ
ク
ル
㈱
と
協
定
を
締
結
し
、
パ

ソ
コ
ン
な
ど
小
型
家
電
の
回
収
・
リ

サ
イ
ク
ル
を
進
め
て
い
ま
す
。
利
用

方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

回
収
手
順

①
リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
リ
サ
イ
ク
ル

㈱
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
み

②
不
要
な
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
段
ボ
ー

ル
に
詰
め
る

③
宅
配
業
者
が
希
望
日
時
に
自
宅
か

ら
回
収

回
収
料
金

・
パ
ソ
コ
ン
を
含
む
回
収

１
箱
無
料

・
パ
ソ
コ
ン
を
含
ま
な
い
場
合

（
モ
ニ
タ
ー
の
み
な
ど
）

１
箱
１
８
４
８
円
（
税
込
み
）

・
２
箱
目
以
降
の
回
収

１
箱
１
８
４
８
円
（
税
込
み
）

※

箱
の
サ
イ
ズ
は
、
縦
・
横
・
高

さ
の
合
計
が
１
４
０
㎝
、
重
さ
20

㎏
以
内

※

箱
に
入
れ
ば
周
辺
機
器
な
ど
も

一
緒
に
回
収
可
能
で
す
。

リネットジャパン
リサイクル㈱
ホームページは
こちらから
見られます

そ
の
ほ
か

詳
細
は
リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ

パ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
㈱
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
専
用
窓
口

リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ

パ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
㈱

☎
０
５
７
０
‐
０
８
５
‐
８
０
０

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
を
発
見
し
た
ら

市
販
の
殺
虫
剤
を
使
う
、
靴
で
踏

み
潰
す
、
熱
湯
を
か
け
る
な
ど
し
て

駆
除
し
、
環
境
課
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

卵
を
見
つ
け
た
場
合
は
、
殺
虫
剤

で
は
効
果
が
十
分
で
は
な
い
た
め
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
踏
み
潰
す
か
、

焼
却
し
て
く
だ
さ
い
。

メ
ス
（
成
体
）
の
特
徴

・
体
長
約
1
㎝
前
後
で
、
腹
部
の
背

面
に
は
ひ
し
形
を
並
べ
た
よ
う
な

赤
い
線
あ
る
い
は
直
線
状
の
赤
い

線
が
あ
り
ま
す
。

・
メ
ス
だ
け
が
強
い
毒
を
持
ち
、
か

ま
れ
る
と
痛
み
や
腫
れ
を
引
き
起

こ
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
腹
痛
や

吐
き
気
な
ど
の
症
状
が
で
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

生
息
場
所

地
面
や
人
工
物
の
く
ぼ
み
・
穴
・

裏
側
及
び
隙
間
な
ど
、
直
接
日
光
や

雨
風
が
当
た
ら
な
い
場
所

・
プ
ラ
ン
タ
ー
の
底

・
グ
レ
ー
チ
ン
グ
の
裏

・
建
物
外
壁
の
隙
間

・
自
動
販
売
機
の
底
や
裏
側
の
隙
間

・
エ
ア
コ
ン
室
外
機
の
底
や
裏
側

か
ま
れ
た
場
合

す
ぐ
に
か
ま
れ
た
部
位
を
温
水
や

石
け
ん
水
で
洗
い
流
し
、
速
や
か
に

医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
を
拡
散
さ
せ
な
い

た
め
に

貨
物
や
コ
ン
テ
ナ
、
建
築
資
材
、

自
動
車
な
ど
に
営
巣
し
た
も
の
が
運

ば
れ
た
結
果
、
生
息
域
が
広
範
囲
に

拡
大
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。車

で
あ
れ
ば
バ
ン
パ
ー
の
裏
な
ど
、

雨
風
の
あ
た
ら
な
い
隙
間
や
車
内
に

侵
入
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
が
車
や
荷
物
に

付
着
し
た
状
態
で
移
動
し
な
い
よ
う

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

☎
㉕
９
４
２
０



広報はまだ：令和８年７月号

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

1415 広報はまだ：令和８年７月号

旧
金
城
支
所
庁
舎

解
体
工
事
の
お
知
ら
せ

旧
金
城
支
所
庁
舎
の
解
体
工
事
を

次
の
と
お
り
予
定
し
て
い
ま
す
。
騒

音
や
振
動
が
発
生
し
ま
す
が
、
ご
理

解
く
だ
さ
い
。

県
政
世
論
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

県
内
に
お
住
ま
い
の
満
18
歳
以
上

の
人
２
０
０
０
人
を
対
象
と
し
、
調

査
票
を
送
付
し
ま
す
。
調
査
票
が
手

元
に
届
い
た
人
は
、
調
査
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
県
民
の
日
常
生
活

に
対
す
る
関
心
な
ど
を
把
握
す
る
た

め
の
調
査
で
す
。
調
査
結
果
は
県
政

推
進
の
基
礎
資
料
と
し
ま
す
。

ま
た
、
調
査
に
協
力
い
た
だ
い
た

人
に
は
抽
選
で
記
念
品
を
贈
呈
し
ま

す
。詳

し
く
は
、
島
根
県
広
聴
広
報
課

県
民
対
話
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ

島
根
県
広
聴
広
報
課
県
民
対
話
室

☎
０
８
５
２
㉒
５
７
７
０

毎
年
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
ハ
チ

の
巣
の
駆
除
に
つ
い
て
の
相
談
が
寄

せ
ら
れ
ま
す
。

ハ
チ
は
、
雨
や
風
を
し
の
ぎ
や
す

い
場
所
を
選
ん
で
巣
を
作
り
始
め
ま

す
。
中
で
も
ス
ズ
メ
バ
チ
は
、
７
月

か
ら
10
月
に
か
け
て
巣
が
大
き
く
な

り
や
す
く
、
同
時
に
攻
撃
的
に
な
る

最
も
危
険
な
時
期
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

巣
が
小
さ
い
う
ち
に
発
見
し
駆
除

を
行
え
ば
、
費
用
も
安
く
済
み
ま
す
。

早
期
に
発
見
し
、
駆
除
す
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

ハ
チ
の
巣
が
で
き
や
す
い
場
所

家
の
軒
下
・
天
井
裏
・
壁
の
中
・

床
下
・
垣
根
や
植
え
込
み
の
中
・
木

の
幹
に
空
い
た
穴
の
中
な
ど

ハ
チ
の
巣
の
駆
除
は

そ
の
土
地
の
所
有
者
又
は
管
理
者

が
、
駆
除
業
者
に
直
接
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

駆
除
業
者

・
㈱
さ
ん
び
る
浜
田
営
業
所

（
長
沢
町
）
☎
㉒
２
８
９
２

・
㈱
ソ
ウ
カ
ン
（
後
野
町
）

☎
42
１
７
８
９

・
太
平
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
㈱

浜
田
営
業
所
（
長
沢
町
）

☎
㉓
０
８
３
２

・
浜
田
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
㈱

（
港
町
）
☎
㉒
１
５
９
８

・
フ
ジ
マ
害
虫
消
毒
㈲
（
片
庭
町
）

☎
㉓
６
４
７
１

・
え
ん
じ
ょ
い
ネ
ッ
ト
（
三
隅
町
）

☎
０
９
０
‐
７
３
７
３
‐
７
８
４
６

問
合
せ

環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

☎
㉕
９
４
２
０

ハ
チ
の
巣
は
早
期
に
発
見
・

駆
除
し
ま
し
ょ
う

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
就
職
、

転
職
、
出
産
育
児
、
年
金
な
ど
の
手

続
で
必
要
で
す
。
希
望
す
る
人
は
、

申
請
に
よ
り
無
料
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
（
顔
写
真
付
き
の
カ
ー
ド
）

を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

１
歳
未
満
の
子
ど
も
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
は
顔
写
真
は
付

き
ま
せ
ん
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い

る
と
便
利
で
す

・
本
人
確
認
の
た
め
の
身
分
証
明
書

と
し
て
、
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
確
認
、
証
明
に
利
用
で
き
ま
す
。

・
コ
ン
ビ
ニ
で
住
民
票
の
写
し
や
印

鑑
登
録
証
明
書
な
ど
を
取
得
で
き

ま
す
。

※

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
は
所

得
情
報
な
ど
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
性

の
高
い
個
人
情
報
は
記
録
さ
れ
ま

せ
ん
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
を
お

手
伝
い
し
ま
す

市
役
所
本
庁
舎
総
合
窓
口
課
及
び

各
支
所
市
民
福
祉
課
で
、
顔
写
真
の

無
料
撮
影
、
申
請
の
代
行
を
し
て
い

ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

作
り
ま
せ
ん
か

申
請
を
希
望
す
る
人
は
本
人
確
認

書
類
（
運
転
免
許
証
や
資
格
確
認
書

な
ど
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

☎
㉕
９
４
０
０

住

宅

市
で
は
、
使
用
予
定
の
な
い
空
き

家
を
探
し
て
い
ま
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
、
空

き
家
を
有
効
活
用
し
ま
せ
ん
か
。

空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
人
、
空

き
家
を
知
っ
て
い
る
人
か
ら
の
情
報

提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
は
、
使

用
予
定
の
な
い
空
き
家
を
登
録
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
希
望
者
な
ど
に
情
報
提
供

を
行
う
制
度
で
す
。

空
き
家
情
報
を
提
供
し
て

く
だ
さ
い

空き家バンク
ホームページ
はこちらから
見られます

問
合
せ

定
住
関
係
人
口
推
進
課
移
住
定
住
係

☎
㉕
９
５
１
１

空
き
家
の
適
切
な
管
理
を

お
願
い
し
ま
す

市
内
で
は
年
々
空
き
家
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
長
い
間
、
誰
も
住
ん
で

い
な
い
空
き
家
は
、
急
速
に
老
朽
化

が
進
み
、
屋
根
瓦
の
落
下
、
壁
材
の

は
が
れ
、
建
物
の
倒
壊
な
ど
に
よ

り
、
周
囲
に
大
変
迷
惑
が
か
か
り
ま

す
。
ま
た
、
放
火
や
火
遊
び
な
ど
に

使
わ
れ
、
犯
罪
に
つ
な
が
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

空
き
家
は
、
そ
の
所
有
者
が
管
理

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

仮
に
、
空
き
家
が
原
因
で
事
件
事

故
が
起
き
た
場
合
は
、
所
有
者
が
責

任
を
問
わ
れ
ま
す
。
空
き
家
の
所
有

者
は
、
適
切
な
管
理
を
お
願
い
し
ま

す
。

市
の
支
援

危
険
な
状
態
に
あ
る
空
き
家
の
解

消
を
図
る
た
め
、
市
に
は
次
の
支
援

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
支
援
を
受
け
る

た
め
に
は
、
解
体
前
の
申
請
が
必
須

で
す
の
で
、
危
険
な
空
き
家
の
解
体

を
検
討
し
て
い
る
人
は
、
必
ず
事
前

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
は
解

体
業
者
を
介
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

浜
田
市
特
定
空
家
等
除
却
促
進
事
業

危
険
な
空
き
家
を
解
体
す
る
場
合

に
、
解
体
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

補
助
額

解
体
費
用
の
約
4
割

（
上
限
50
万
円
）

※

事
業
の
対
象
と
な
る
空
き
家
な

ど
の
要
件
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

建
築
住
宅
課
空
き
家
対
策
室
空
き

家
対
策
係

☎
㉕
６
３
０
３

産

業

地
域
活
性
化

令
和
７
・
８
年
度
建
設
工
事

等
入
札
参
加
資
格
審
査
（
追

加
審
査
）
の
申
請
を
受
け
付

け
ま
す

令
和
８
年
度
に
市
が
発
注
す
る
建

設
工
事
及
び
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
務
な
ど
の
競
争
入
札
に
参
加
を
希

望
す
る
人
の
う
ち
、
有
資
格
者
名
簿

に
登
録
が
な
い
人
や
登
録
を
し
て
い

な
い
工
種
（
業
種
）
を
追
加
す
る
人

な
ど
が
対
象
で
す
。

申
請
方
法

島
根
県
と
県
内
市
町
が
共
同
利
用

す
る
資
格
申
請
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し

ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
申
請

後
、
必
要
書
類
を
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。

※

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

７
月
31
日
㈮
〜
８
月
10
日
㈪

宝
く
じ
の
お
買
い
求
め
は

島
根
県
内
で
お
願
い
し
ま
す

宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

・
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
プ
レ
ミ
ア
ム

12
億
円

・
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
７
億
円

・
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
５
千
万
円

発
売
期
間

７
月
31
日
㈮
ま
で

※

宝
く
じ
公
式
サ
イ
ト
か
ら
も
購

入
で
き
ま
す
。

問
合
せ

島
根
県
市
町
村
振
興
協
会

☎
０
８
５
２
61
３
１
３
０

公
益
信
託
し
ま
ね
女
性
フ
ァ
ン
ド

女
性
を
中
心
に
活
動
し
て
い

る
団
体
な
ど
に
助
成
し
ま
す

県
で
は
、
女
性
が
持
て
る
力
を
十

分
に
発
揮
し
て
、
地
域
で
い
き
い
き

と
活
躍
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

「
公
益
信
託
し
ま
ね
女
性
フ
ァ
ン
ド
」

を
設
立
し
、
女
性
を
中
心
に
活
動
し

て
い
る
団
体
な
ど
に
助
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。

対
象
団
体

・
代
表
者
が
女
性
で
、
役
員
の
半
数

以
上
が
女
性
で
あ
る
こ
と

・
県
内
の
女
性
を
中
心
に
活
動
し
て

い
る
民
間
団
体
・
グ
ル
ー
プ
（
構

成
員
は
お
お
む
ね
10
人
以
上
、
た

だ
し
初
回
申
請
の
み
５
人
以
上
）

で
そ
の
半
数
以
上
が
女
性
で
あ
る

こ
と

※

た
だ
し
、
次
の
⑤
は
２
人
以
上

（
う
ち
女
性
が
半
数
以
上
）
の
団

体
で
申
請
可
能

対
象
事
業

10
月
１
日
㈭
〜
令
和
９
年
３
月
31

日
㈬
に
実
施
す
る
次
の
事
業

①
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

②
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

③
次
代
を
担
う
人
づ
く
り

④
水
と
緑
豊
か
な
環
境
づ
く
り

⑤
働
く
女
性
が
活
躍
で
き
る
社
会

づ
く
り

助
成
金
額

１
件
あ
た
り
対
象
経
費

の
３
分
の
２
を
助
成
（
１
万
円
単

位
で
上
限
50
万
円
）

※

②
、
⑤
は
対
象
経
費
全
額
を
助

成（
１
万
円
単
位
、上
限
10
万
円
）

の
選
択
も
可
能

募
集
締
切
日

７
月
15
日
㈬

申
込
方
法

し
ま
ね
女
性
セ
ン
タ
ー
（
あ
す
て

ら
す
内
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

な
お
、
金
城
支
所
は
、
み
ど
り
か

い
か
ん
１
階
に
て
、
通
常
ど
お
り
開

庁
し
て
い
ま
す
。

工
事
期
間

令
和
８
年
７
月
頃
〜
令

和
9
年
3
月
頃
ま
で

問
合
せ

金
城
支
所
防
災
自
治
課
庶
務
係

☎
42
１
２
３
４

宛
先〒

６
９
７
‐
８
５
０
１

浜
田
市
殿
町
１
番
地

契
約
管
理
課
入
札
管
理
係

問
合
せ

契
約
管
理
課
入
札
管
理
係

☎
㉕
９
１
４
１

若
者
世
代
の
同
窓
会
開
催
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す

ふ
る
さ
と
同
窓
会
支
援
事
業
補
助
金

同
世
代
が
集
ま
っ
て
地
元
浜
田
の

良
さ
を
再
発
見
す
る
機
会
を
創
出
し
、

若
者
世
代
の
郷
土
愛
の
醸
成
や
関
係

人
口
の
増
加
、
Ｕ
タ
ー
ン
及
び
定
住

促
進
を
図
る
た
め
、
次
の
要
件
を
満

た
す
同
窓
会
を
開
催
す
る
場
合
に
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

要
件

次
の
全
て
に
該
当
す
る
こ
と

・
市
内
の
飲
食
店
で
開
催
す
る
こ
と

・
市
内
の
学
校
の
卒
業
生
が
当
該
学

校
の
学
年
、学
級
、部
活
動
、サ
ー

ク
ル
な
ど
グ
ル
ー
プ
単
位
で
開
催

す
る
こ
と

・
広
く
同
窓
生
に
案
内
し
て
開
催
す

る
こ
と

・
10
人
以
上
（
同
窓
生
の
人
数
が
20

人
に
満
た
な
い
場
合
は
、
当
該
同

窓
生
の
人
数
の
半
数
以
上
）
の
若

者
（
※
）
が
出
席
す
る
こ
と

・
市
が
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
及
び
、

市
の
施
策
に
関
す
る
情
報
発
信
に

協
力
す
る
こ
と

※
「
若
者
」
と
は
、
同
窓
会
を
開

催
す
る
日
の
属
す
る
年
度
の
４
月

１
日
に
お
い
て
18
歳
以
上
39
歳
以

下
の
人
を
指
し
ま
す
。

補
助
対
象
経
費

・
案
内
文
書
の
作
成
及
び
送
付
に
要

す
る
経
費

・
飲
食
店
に
支
払
う
飲
食
費
及
び
会

場
代

・
集
合
写
真
の
撮
影
及
び
印
刷
に
要

す
る
経
費

補
助
金
額

同
窓
会
に
出
席
し
た
若
者
の
人
数

に
２
千
円
を
乗
じ
た
額

（
上
限
５
万
円
、千
円
未
満
は
切
捨
）

※

補
助
対
象
経
費
の
総
額
を
出
席

者
数
で
割
っ
た
額
が
２
千
円
に
満

た
な
い
場
合
は
、
そ
の
額
を
出
席

し
た
若
者
の
人
数
に
乗
じ
た
額

※

予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了

申
請
方
法

同
窓
会
開
催
日
の
10
日
前
ま
で
に
、

必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

メ
ー
ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

の
申
請
も
可
能
で
す
。

※

要
件
や
対
象
経
費
な
ど
の
詳
細

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

助
成
決
定

９
月
下
旬
予
定

申
込
み
・
問
合
せ

（
公
財
）
し
ま
ね
女
性
セ
ン
タ
ー
内

公
益
信
託
し
ま
ね
女
性
フ
ァ
ン
ド

事
務
局

☎
０
８
５
４
84
５
５
１
４

申
請
・
問
合
せ

定
住
関
係
人
口
推
進
課
関
係
人
口
係

☎
㉕
９
５
１
１

市ホームページは
こちらから
見られます

しまね女性
センター
ホームページは
こちらから
見られます



広報はまだ：令和８年７月号

広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

1617 広報はまだ：令和８年７月号

子

育

て

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
・
母
の

た
め
の
就
労
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す

仕
事
を
探
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家

庭
の
父
・
母
の
た
め
の
就
労
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課
で
登
録

し
た
人
を
対
象
に
、
就
労
や
転
職
に

向
け
て
、
個
々
の
状
況
・
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
求
人
情
報
の
提
供
な
ど
を
行

い
、
自
立
・
就
労
に
向
け
た
サ
ポ
ー

ト
を
行
い
ま
す
。

支
援
内
容
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
・
母

（
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
人

は
除
く
）

料
金

無
料

問
合
せ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課
子
ど
も

政
策
係

☎
㉕
９
３
３
１

健
康
・
福
祉

戦
没
者
の
慰
霊
巡
拝
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

厚
生
労
働
省
で
は
、
旧
戦
闘
地
や

遺
骨
収
集
の
で
き
な
い
海
上
な
ど
で

の
戦
没
者
を
慰
霊
す
る
た
め
、
慰
霊

巡
拝
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象

・
慰
霊
巡
拝
を
行
う
戦
域
に
お
け
る

戦
没
者
の
配
偶
者
（
再
婚
し
た
人

を
除
く
）、
父
母
、
子
、
兄
弟
姉
妹
、

参
加
遺
族
（
子
・
兄
弟
姉
妹
）
の

配
偶
者
、
戦
没
者
の
孫
、
戦
没
者

の
甥
・
姪

・
健
康
状
態
が
良
好
で
、
長
途
の
旅

行
な
ど
に
耐
え
ら
れ
る
人

実
施
区
域

ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島
・
フ
ィ
リ
ピ

ン
・
中
国
東
北
地
方
な
ど

※

感
染
症
対
策
に
よ
る
入
国
制
限

措
置
な
ど
に
よ
り
、
行
程
の
変
更

又
は
慰
霊
巡
拝
の
中
止
の
判
断
を

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

実
施
時
期
・
定
員
な
ど

実
施
地
域
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

旅
費
は
参
加
者
の
負
担
に
な
り

ま
す
が
、
政
府
か
ら
、
参
加
す
る

遺
族
代
表
に
旅
費
の
３
分
の
１
程

度
の
補
助
が
あ
り
ま
す
。

申
込
先
・
問
合
せ

・
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

☎
㉕
９
３
０
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
強
調
月
間
」・「
青
少
年
の
被
害
・

非
行
防
止
全
国
強
調
月
間
」
で
す

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〜
犯

罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を

支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
〜
」
は
、
全

て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止

と
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
更

生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
で
安
心
な

明
る
い
地
域
社
会
を
築
く
た
め
の
全

国
的
な
運
動
で
す
。
令
和
８
年
で
76

回
目
を
迎
え
ま
す
。

「
青
少
年
の
被
害
・
非
行
防
止
全

国
強
調
月
間
」
で
は
、
学
校
が
夏
季

休
業
に
入
る
７
月
に
、
国
・
地
方
公

共
団
体
・
関
係
団
体
な
ど
が
相
互
に

協
力
・
連
携
し
な
が
ら
、
次
代
を
担

う
青
少
年
の
被
害
・
非
行
防
止
に
向

け
た
様
々
な
取
組
を
集
中
的
に
実
施

し
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
、
か
け
が
え
の
な

い
存
在
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
立

ち
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社

会
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う

更
生
保
護
を
支
え
る
人
た
ち

保
護
司
会

保
護
司
は
、
保
護
観
察
を
受
け
て

い
る
人
の
立
ち
直
り
を
支
援
す
る

「
処
遇
活
動
」
と
、
地
域
の
人
々
に

立
ち
直
り
支
援
へ
の
理
解
と
協
力
を

求
め
る
「
地
域
活
動
」
の
２
つ
の
活

動
を
主
に
行
っ
て
い
ま
す
。

処
遇
活
動

処
遇
活
動
の
中
核
は
、「
保
護
観

察
」
で
す
。
犯
罪
や
非
行
を
し
て
保

護
観
察
を
受
け
て
い
る
人
と
月
２
〜

３
回
程
度
面
接
を
し
、
相
談
を
受
け

た
り
、
約
束
事
を
守
る
よ
う
に
指
導

し
ま
す
。

犯
罪
者
処
遇
の
専
門
家
で
、
国
の

職
員
で
あ
る
「
保
護
観
察
官
」
と
地

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
「
保
護

司
」が
二
人
三
脚
で
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
活
動

住
民
向
け
の
啓
発
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
な
ど
、
様
々
な
広
報
活
動
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
や
学
校
な
ど
と
連
携
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

更
生
保
護
女
性
会

更
生
保
護
女
性
会
は
、
地
域
社
会

の
犯
罪
・
非
行
の
未
然
防
止
の
た
め

の
啓
発
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
青

少
年
の
健
全
な
育
成
を
助
け
、
犯
罪

を
し
た
人
や
非
行
の
あ
る
少
年
の
改

善
更
生
に
協
力
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
女
性
で
あ

れ
ば
、
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

Ｂ
Ｂ
Ｓ
会

Ｂ
Ｂ
Ｓ
（Big Brothers and 

Sisters M
ovem

ent

の
略
）
は
、

様
々
な
問
題
を
抱
え
る
少
年
少
女

と
、
兄
や
姉
の
よ
う
な
身
近
な
存
在

と
し
て
接
し
な
が
ら
、
少
年
少
女
が

自
分
自
身
で
問
題
を
解
決
し
た
り
、

健
全
に
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
犯
罪
や
非
行
の
な

い
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
す
青
年

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

市
内
で
は
、
県
立
大
学
浜
田
キ
ャ

ン
パ
ス
の
学
生
会
員
を
中
心
に
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

協
力
雇
用
主

協
力
雇
用
主
は
、
犯
罪
を
し
た
人

な
ど
の
自
立
及
び
社
会
復
帰
に
協
力

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
そ
の
雇

用
に
協
力
し
よ
う
と
す
る
民
間
の
事

業
主
で
す
。

犯
罪
を
し
た
人
な
ど
の
就
労
支
援

を
一
層
推
進
し
て
い
く
た
め
に
も
、

保
護
観
察
所
で
は
協
力
雇
用
主
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

浜
田
地
区
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

は
、
地
域
に
お
け
る
更
生
保
護
の
諸

活
動
の
拠
点
で
、「
企
画
調
整
保
護

司
」
が
常
駐
し
て
い
ま
す
。

更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で

は
、
保
護
司
の
処
遇
活
動
の
支
援
、

関
係
機
関・団
体
と
の
連
携
、
犯
罪・

非
行
の
予
防
活
動
、
更
生
保
護
関
係

の
情
報
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
る
ほ

か
、
保
護
司
会
の
事
務
運
営
に
当

た
っ
て
い
ま
す
。

開
所
日
時

毎
週
月
〜
金
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所浜

田
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
２
階

問
合
せ

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強
調
月
間

地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

☎
㉕
９
３
０
０

青
少
年
の
被
害
・
非
行
防
止
全
国
強

調
月
間

ま
ち
づ
く
り
社
会
教
育
課
社
会
教

育
係

☎
㉕
９
２
０
４

協
力
雇
用
主
の
募
集
に
つ
い
て

浜
田
地
区
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

☎
㉕
５
３
４
５

更生ペンギンの
ホゴちゃんとサラちゃん

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

令
和
８
年
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

の
申
込
み
も
可
能
に
な
り
ま
し
た

便
利
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申

込
み
も
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険「
脳
ド
ッ
ク
」

追
加
募
集
を
行
い
ま
す

浜
田
市
国
民
健
康
保
険
で
は
加
入

者
の
健
康
の
保
持
増
進
と
病
気
の
早

期
発
見
を
目
的
と
し
て
脳
ド
ッ
ク
を

受
け
る
人
に
助
成
を
行
い
ま
す
。
今

年
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
込

み
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
詳
し
く

は
申
込
方
法
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

対
象
者

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

①
令
和
８
年
10
月
１
日
現
在
浜
田
市

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
、

10
月
１
日
現
在
74
歳
ま
で
（
昭
和

26
年
10
月
２
日
生
以
降
）
の
人

②
国
民
健
康
保
険
料
に
未
納
が
な
い

こ
と

受
診
医
療
機
関

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
内
健
診
セ
ン

タ
ー

受
診
期
間

令
和
８
年
10
月
〜
令
和

９
年
１
月
ま
で

※

受
診
日
は
、
市
が
指
定
し
ま
す
。

検
査
内
容

問
診
、
視
力
検
査
、
聴

力
検
査
、
尿
検
査
、
呼
吸
機
能
検

査
（
※
）
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
心

電
図
、
血
圧
測
定
、
血
液
検
査
、

血
糖
検
査
、
頭
部
M
R
I
検
査
、

頸
動
脈
超
音
波
検
査
、
体
成
分
分

析
検
査
、
眼
圧
検
査
、
限
定
検
査

な
ど

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
中
止
し
て
い
ま
す
。

定
員

80
人
程
度

自
己
負
担
金

１
０
０
０
０
円

申
込
方
法

（
は
が
き
又
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

は
が
き

郵
便
は
が
き
（
85
円
の
も
の
）
に

受
診
希
望
者
の
①
住
所
②
氏
名
③
生

年
月
日
④
連
絡
先
電
話
番
号
⑤
「
脳

ド
ッ
ク
」
を
必
ず
記
入
の
上
、
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。

※

同
一
人
が
複
数
の
は
が
き
で
応

募
し
た
場
合
は
、
１
枚
の
み
有
効

と
な
り
ま
す
。

宛
先〒

６
９
７
‐
８
５
０
１

浜
田
市
殿
町
１
番
地

浜
田
市
役
所
健
康
医
療
保
険
課

「
国
保
ド
ッ
ク
」
係

 　　〒697-8501

浜田市殿町１番地

浜田市健康医療保険課
「国保ドック」係

85円
 （表）　

①住所
②氏名
③生年月日
④連絡先電話番号
⑤「脳ドック」

 （裏）

はがきの記入例

申
込
結
果
の
お
知
ら
せ

※

申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
を

行
い
ま
す
。
結
果
は
、
７
月
下
旬

に
通
知
し
ま
す
。

※

令
和
７
年
度
に
助
成
を
受
け
て

い
な
い
人
を
優
先
し
ま
す
。

申
込
期
限

７
月
10
日
㈮
必
着

注
意
事
項

・
受
診
日
に
浜
田
市
国
民
健
康
保
険

の
資
格
を
喪
失
し
て
い
る
場
合

（
75
歳
に
な
り
後
期
高
齢
者
医
療

に
加
入
す
る
人
は
除
く
）
は
受
診

で
き
ま
せ
ん
。

・
浜
田
市
国
民
健
康
保
険
の
「
脳

ド
ッ
ク
」、「
人
間
ド
ッ
ク
」、
浜

田
市
の
「
巡
回
総
合
ド
ッ
ク
」
は

重
複
し
て
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

・
申
込
方
法
に
よ
る
当
選
率
の
違
い

は
あ
り
ま
せ
ん
。 脳ドックの予約は

こちらから
できます

・
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
装
着
し
て
い

る
人
は
脳
ド
ッ
ク
の
受
診
が
で
き

ま
せ
ん
。

・
閉
所
恐
怖
症
の
人
は
検
査
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
な
ど
、
体
内
に
金

属
製
の
も
の
を
装
着
し
て
い
る
人

は
事
前
に
か
か
り
つ
け
医
な
ど
に

相
談
の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

問
合
せ

健
康
医
療
保
険
課
国
保
係

☎
㉕
９
４
１
０
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1819 広報はまだ：令和８年７月号

健 康 コラムコラム

・「百歳体操DVD」を視聴しながら、椅子に座っ
て、重りを使った筋力運動を行います。
・65歳以上の高齢者を中心とした、５人以上で、
月２回以上、おおむね30分以上、自主的に体操
を実施するものです。

取組内容

・実施グループ：64か所（令和８年３月時点）
・主な活動団体：地域の高齢者サロン、自治会など

・取組を継続いただくために、市では百歳体操に
取り組む新規グループの立ち上げと、既に取り
組んでいるグループへ、半年に１回、体力測定
を中心とした支援を行っています。
・測定結果は参加者自身の効果判定・体調確認と
して振り返りができ、継続していく動機付けに
もなっています。

・筋肉は年齢に関係なく鍛えることができます。
高齢者にとっては、転倒や骨折のリスクが低減
します。
・筋力・体力の向上に加え、地域での日頃の結び
つき、安心感、習慣づくりを同時に促す強力な
手段です。

　市では、高齢化が進む中で「健康寿命」を伸ばし、
いきいきと自立した生活を実現するために、「介護
予防・フレイル（虚弱）予防の鍵」として、「百歳
体操」の普及活動を推進しています。

浜田市での実施状況

取組継続のための支援

　「百歳体操」は、地域の皆さんが自立を確保し、
健康寿命を伸ばす確かな一歩です。
続ける喜びを明日へつなげていきましょう。

運動による効果

問合せ
・健康医療保険課健康づくり係　☎㉕９３１１
・各支所市民福祉課

心も体も元気に！
百歳体操でー

と自立した生活をー

い きいき

運動機能測定装置による立ち上がり測定、
握力測定、５M歩行測定、血圧測定を実施

体力測定・健康チェック

　　浜田地域における、年２回測定ができた152人の測定結果を分析したところ、初回測定時に比べ、２回
目の測定結果に筋力・体力の向上が見られ、介護予防やフレイル予防に大きな効果があることが分かりま
した。

令和７年度に実施した体力測定の結果

　日々、先生方よりご指導をいただき、充実した研修生活を過ごしています。医療者として社会人として、まだまだ未熟ですので、市民の皆さんからも更なるご指導いただければ幸いです。よろしくお願いいたします。

浜田市の医療機関に勤務する
浜田市出身の地域枠医師から
便りが届きました

木村充達さん
問合せ　健康医療保険課地域医療対策係
　　　　☎㉕９３１０

医 師 だよりだより

　浜田医療センター研修医１年目

の木村充達です。島根大学医学部

を卒業し、今春より地元の浜田市

で研修医として勤務しています。

　医師としての責任の重さを肌で

感じる日々ですが、初心と感謝の

気持ちを忘れることなく、地域の

皆さんの健康に貢献できるよう、

全力で日々の研修に邁進していき

ます。

　皆さん、こんにちは。
　浜田医療センター初期研修
医の山﨑祐次郎です。今年３
月に島根大学医学部を卒業し、
４月から浜田医療センターで
勤務しています。地元浜田市
に医師として戻ってこられた
ことを大変うれしく思います。

山﨑祐次郎さん

障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別

の
解
消
に
取
り
組
む
個
人

又
は
団
体
を
表
彰
し
ま
す

対
象市

内
に
お
い
て
事
業
活
動
を
行
う

個
人
や
団
体
又
は
市
内
に
居
住
す
る

人
の
う
ち
、
障
が
い
及
び
障
が
い
の

あ
る
人
に
対
す
る
理
解
を
広
げ
、
不

当
な
差
別
的
取
扱
い
を
無
く
す
た
め

市
民
の
模
範
と
な
る
行
為
を
し
、
そ

の
功
績
が
特
に
顕
著
で
次
の
い
ず
れ

か
の
取
組
を
行
っ
て
い
る
個
人
又
は

団
体

①
障
が
い
の
あ
る
人
に
対
し
、
合
理

的
配
慮
を
実
践
す
る
取
組

②
障
が
い
及
び
障
が
い
の
あ
る
人
に
対

す
る
市
民
の
理
解
を
深
め
る
取
組

③
障
が
い
の
あ
る
人
と
な
い
人
の
交

流
の
機
会
を
拡
大
及
び
充
実
す
る

た
め
の
取
組

④
障
が
い
の
あ
る
人
の
意
思
疎
通
を

支
援
す
る
取
組

⑤
障
が
い
の
あ
る
人
の
安
全
か
つ
快

適
な
行
動
を
支
援
す
る
取
組

⑥
そ
の
ほ
か
障
が
い
を
理
由
と
す
る

差
別
を
解
消
す
る
た
め
の
取
組

応
募
・
推
薦
方
法

申
込
書
又
は
推
薦
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

個
人
の
場
合

申
込（
推
薦
）書（
様
式
第
1
号
）

団
体
の
場
合

申
込（
推
薦
）書（
様
式
第
2
号
）

※

申
込
（
推
薦
）
書
は
、
高
齢
障

が
い
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

応
募
期
間

７
月
１
日
㈬
〜
31
日
㈮

表
彰
の
時
期

10
月
頃

応
募
・
問
合
せ

高
齢
障
が
い
福
祉

課
障
が
い
福
祉
係

☎
㉕
９
３
２
２

お
詫
び

「
広
報
は
ま
だ
」
６
月
号
の
Ｐ

30
「
食
育
コ
ラ
ム
」
に
お
い
て
、

一
部
表
記
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

誤
ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
＠

正
ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
®

令和６年度から、百歳
体操実施のための機器整
備などを補助する制度を
設けています！

障
が
い
者
雇
用
優
良
事
業
所

を
表
彰
し
ま
す

対
象障

が
い
者
を
雇
用
し
、
か
つ
障
が

い
者
雇
用
に
理
解
を
示
し
、
積
極
的

な
努
力
姿
勢
を
持
っ
て
い
る
次
の
全

て
に
該
当
す
る
市
内
の
事
務
所
又
は

事
業
所
（
支
店
、
営
業
所
な
ど
）

①
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

②
入
札
参
加
資
格
登
録
の
取
消
を
受

け
て
い
な
い
こ
と

③
原
則
と
し
て
、
事
業
所
に
お
け
る

障
が
い
者
雇
用
率
が
２
・
５
％
以

上
で
あ
る
こ
と

④
事
業
所
都
合
に
よ
る
６
か
月
以
内

の
障
が
い
者
の
解
雇
が
な
い
こ
と

⑤
勤
続
年
数
が
１
年
以
上
の
障
が
い

者
が
い
る
こ
と

応
募
・
推
薦
方
法

応
募
の
場
合

「
浜
田
市
障
が
い
者
雇
用
優
良
事

業
所
顕
彰
事
業
応
募
調
書
」及
び「
同

意
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

推
薦
の
場
合

「
浜
田
市
障
が
い
者
雇
用
優
良
事

業
所
顕
彰
事
業
推
薦
調
書
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※

様
式
は
、
高
齢
障
が
い
福
祉
課

に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

応
募
期
間

７
月
31
日
㈮
ま
で

表
彰
の
時
期

10
月
頃

応
募
・
問
合
せ

高
齢
障
が
い
福
祉

課
障
が
い
福
祉
係

☎
㉕
９
３
２
２
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2021 広報はまだ：令和８年７月号

子宮頸がん検診（要予約）
【医療機関で受診する場合】
対象　20歳以上65歳まで（昭和36年４月２日～平成19

年４月１日生まれ）の女性で浜田市に住民票が
ある人

実施期間

山根病院　三隅分院
レディースクリニック（三隅町）
令和９年２月25日㈭まで
浜田医療センター内　健診センター
令和９年２月26日㈮まで

実施場所

山根病院　三隅分院
レディースクリニック　☎32４３４３
実施日（予約受付）
　　　　毎週月・水・木曜日
        9:00～12:00､ 13:00～17:00
  毎週火曜日　9:00～12:00
        第１･第３土曜日 9:00～12:00
        ※　休診日を除く
浜田医療センター内　健診センター
☎㉘７７００
予約受付　10:00～12:00
          14:00～16:00
実施日　　毎週月～金曜日
　　　　　※　休診日を除く
当日受付　 9:00～ 9:30
検査時間　10:00～

【検診車で受診する場合】
対象　　20歳以上（平成19年４月１日以前生まれ）の
            女性で浜田市に住民票がある人
予約先　島根県環境保健公社
　　　　☎０５７０- ０８５- １１１（音声案内後③）
予約受付 平日   8:30～12:00
　　　　　　            13:00～17:15  　　　          　
実施日 受付時間 会　場

７月21日㈫

8:30～ 9:15 黒沢まちづくりセンター
 9:45～10:10 岡見まちづくりセンター
11:15～12:00 杵束まちづくりセンター
13:30～14:30 総合福祉センター

７月各種がん検診の日程

胃がん検診（要予約）
対象　　40歳以上（昭和62年４月１日以前生まれ）
　　　　で浜田市に住民票がある人
予約先　島根県環境保健公社
　　　　☎０５７０- ０８５- １１１（音声案内後③）
予約受付　平日   8:30～12:00
　　　　　　             　13:00～17:15　　　　
実施日 受付時間 会　場

７月21日㈫

8:30～ 9:15 黒沢まちづくりセンター
9:45～10:10 岡見まちづくりセンター
11:15～12:00 杵束まちづくりセンター
13:30～14:30 総合福祉センター

※　検査の前日から禁煙してください。
※　食べたものが胃に残っていると検査できません。
※　午前に受診する場合は、検査前日夜９時以降は絶
食です。午後に受診する場合は、受診６時間前まで
に必ず食事を済ませてください。

※　受診２時間前までは、薬の内服やコップ１杯程度
の飲水は可能です。

※　今までバリウムを飲んでショック又はアレルギー
を起こしたことがある人、腸閉塞になったことがあ
る人、病気のため水分摂取制限がある人、妊娠中の
人は検査できません。

避けたほうが良い食品　肉類・貝類・天ぷら・ラーメン・
ねり製品・こんにゃく・海藻類・きのこ・いもなど

乳がん検診（要予約）
対象　40歳以上（昭和62年４月１日以前生まれ）
　　　の浜田市に住民票がある女性で、２年に１回
　　　の受診間隔の人
【医療機関で受診する場合】
予約先　浜田医療センター内健診センター
　　　　☎㉘７７００
予約受付　10:00～12:00
          14:00～16:00

実施期間

令和９年２月26日㈮まで
毎週火・木・金曜日
※　休診日を除く
当日受付　14:30～15:00
検査時間　15:00～17:00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター

【検診車で受診する場合】
予約先　島根県環境保健公社
　　　　☎０５７０- ０８５- １１１（音声案内後③）
予約受付　平日   8:30～12:00
　　　　　　             　13:00～17:15
実施日 受付時間 会　場

7月10日㈮
9:00～10:00 弥栄会館
11:00～12:00 美川まちづくりセンター
13:45～15:45 長浜まちづくりセンター

※　次の人は検査を受けられません。
・ペースメーカー装着者
・妊娠中、授乳中の人
・豊胸手術実施者
・水頭症のためＶPシャントをしている人
・乳房手術後１年以内の人
・卒乳後６か月未満の人

・体調が優れない人は受診を控えてください。
・マスク着用は個人の判断となりますが、重症化
リスクの高い人（高齢者、基礎疾患のある人、
妊婦）に感染を広げないため、検診時のマスク
着用のご協力をお願いします。

・同一年度内に同じ検診を複数回受けた場合、2
回目以降全額自己負担となります（妊婦健診の
HPV検査含む）。

・各がん検診には標準的な受診間隔があり、その
間隔に当てはまらない場合、受診をお断りする
ことがあります。

子宮頸がん
検診（検診車）
の予約は
こちらから
できます

胃がん検診
（検診車）の予約は
こちらから
できます

乳がん検診（検診車）
の予約はこちらから
できます

結核肺がん検診（予約不要）
※　受診の際は本人確認ができるもの（マイナ保険証、運転免許証など）を持参してください。
対象　40歳以上（昭和62年４月１日以前生まれ）で浜田市に住民票がある人
以前からの変更点
「喀

かく た ん

痰検査」については、国の指針の改正に伴い、今年度から実施しません。
※　事前に問診票を記入の上、受診してください。
　　着脱しやすい服装、金具やボタン・柄がない服装、アクセサリーやネックレス類は外してください。
７月 時間 会場

７
日
㈫

 9:00～ 9:15 金田会館
 9:25～ 9:40 下長屋 山田様宅前
 9:50～10:05 岩﨑央様宅前
10:30～10:40 植松集会所
10:55～11:05 福原集会所
11:15～11:30 追原郷集会所
11:40～12:10 美又 美又会館
13:40～13:50 皆合集会所付近
14:00～14:10 二タ村集会所

８
日
㈬

 9:00～ 9:30 今福ふれあい会館
 9:45～ 9:55 東下久佐集会所
10:05～10:20 旧JA久佐事業所横
10:30～10:50 久佐 くざ会館
11:00～11:10 上長屋集会所
11:20～11:30 上組集会所
11:40～12:00 かたらいの家
13:30～14:00 雲城 ふれあいジム・かなぎ
14:10～14:40 小笹集会所
14:50～15:00 新開集会所

９
日
㈭

 8:30～ 8:45 亀谷原消防詰所
 9:00～ 9:15 長田浄蓮寺駐車場
 9:30～10:00 波佐ときわ会館
10:15～10:30 小波の郷
10:45～11:00 小国 おぐに会館
11:15～11:30 横山義孝様宅前
11:45～12:00 柚根集荷場

７月 時間 会場

９
日
㈭

 13:30～13:40 日高集会所
 13:50～14:00 交流センターかどた
 14:10～14:20 高内 広瀬酒店横
14:30～14:40 西河内集会所
14:50～15:00 小坂集会所
15:10～15:20 栃木集会所
15:30～15:40 六歩谷集会所

16
日
㈭

  8:30～ 8:40 野坂集会所
 8:50～ 8:55 野坂下機械倉庫前
 9:05～ 9:35 杵束まちづくりセンター
 9:45～ 9:55 大坪集会所
10:05～10:15 小角集会所
10:30～10:40 横谷集会所
11:10～11:40 弥栄会館
11:50～12:00 稲代集会所
13:50～14:05 西の郷ライスセンター
14:35～14:45 熊の山集会所
15:15～15:25 上田野原集会所

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

保
険
料
額
の
お
知
ら
せ

令
和
７
年
中
の
所
得
額
な
ど
の
確

定
に
伴
い
、
７
月
中
旬
に
令
和
８
年

度
保
険
料
額
に
関
す
る
通
知
を
送
付

し
ま
す
。

納
付
方
法

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
）
と
普
通

徴
収
（
納
付
書
及
び
口
座
振
替
）
の

２
種
類
が
あ
り
、
特
別
徴
収
は
申
請

に
よ
り
普
通
徴
収
（
口
座
振
替
）
に

変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
申
請

手
続
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※

口
座
振
替
に
変
更
し
た
場
合
、

口
座
振
替
で
納
付
し
た
人
が
、
そ

の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ

健
康
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

☎
㉕
９
４
１
２

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証

更
新
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い

有
効
期
限
が
７
月
31
日
㈮
ま
で
の

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
を

持
っ
て
い
る
人
に
更
新
手
続
の
お
知

ら
せ
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
対
象
の

人
は
手
続
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
に

よ
る
申
請
も
で
き
ま
す
。

対
象介

護
保
険
施
設
（
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
・
介
護
老
人
保
健
施
設
・
介

護
医
療
院
）
に
入
所
中
の
人
又
は

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用
す
る
人
で
、

世
帯
全
員
（
配
偶
者
は
世
帯
分
離
し

て
い
て
も
同
一
世
帯
と
み
な
す
）
が

市
町
村
民
税
非
課
税
か
つ
預
貯
金
な

ど
が
基
準
以
下
の
人

※

預
貯
金
な
ど
の
基
準
に
つ
い
て

は
、
浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

手
続
に
必
要
な
書
類
な
ど

・
本
人
及
び
配
偶
者
の
所
有
す
る
全

て
の
預
貯
金
通
帳
な
ど
の
写
し

（
直
近
２
か
月
の
履
歴
が
わ
か
る

も
の
）

・
申
請
書
、
個
人
番
号
及
び
本
人
確

認
が
で
き
る
も
の

提
出
期
限

７
月
31
日
㈮

保
険
・
医
療

年

金

申
請
窓
口

・
高
齢
障
が
い
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

☎
㉕
９
３
２
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

宛
先〒

６
９
７
‐
８
５
０
１

浜
田
市
殿
町
１

（
市
役
所
北
分
庁
舎
内
）

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護
保

険
課

問
合
せ

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合

介
護
保
険
課

☎
㉕
１
５
２
０

問合せ
健康医療保険課健康づくり係
　☎㉕９３１１
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安
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住
宅

産
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域
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性
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税
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現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
資
格
確
認

書
の
有
効
期
限
が
７
月
31
日
㈮
で
切

れ
る
た
め
、
７
月
下
旬
ま
で
に
、
８

月
１
日
㈯
か
ら
の
新
し
い
「
資
格
確

認
書
」
又
は
「
資
格
情
報
の
お
知
ら

せ
」
を
送
り
ま
す
。

有
効
期
限

令
和
９
年
７
月
31
日
㈯

※

有
効
期
限
更
新
の
た
め
の
申
請

は
不
要
で
す
。

※

有
効
期
限
切
れ
の
資
格
確
認
書

な
ど
の
返
還
は
不
要
で
す
。
は
さ

み
で
細
か
く
切
断
す
る
な
ど
し
て

処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

※

令
和
９
年
７
月
１
日
㈭
ま
で
に

70
歳
に
な
る
人
は
、
70
歳
の
誕
生

日
の
末
日
（
誕
生
日
が
１
日
の
人

は
誕
生
月
の
前
月
末
日
）
が
有
効

期
限
で
す
。

※

令
和
９
年
７
月
31
日
㈯
ま
で
に

75
歳
に
な
る
人
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
へ
移
行
す
る
た
め
、
75

歳
の
誕
生
日
の
前
日
が
有
効
期
限

で
す
。

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
「
資
格
確
認
書
」

又
は「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」

を
送
り
ま
す

マイナ保険証
の有無 国民健康保険 後期高齢者医療制度

持っている

世帯ごとにまとめて世帯主宛てに
　「資格情報のお知らせ（白色のA4型）」
を送ります。
※　70歳未満で交付済の人には送り　
　ません。

●84歳以下の人
マイナ保険証を直近１年間において６回以上利用し、か

つ直近３か月以内に利用実績がある場合は「資格情報のお
知らせ（クリーム色のA4型）」を送ります。利用実績がな
い場合は「資格確認書（白色のはがき型）」を送ります。
●85歳以上の人
　「資格確認書（白色のはがき型）」を送ります。

持っていない
世帯ごとにまとめて世帯主宛てに
　「資格確認書（灰色のカード型）」を
送ります。

個人宛てに「資格確認書（白色のはがき型）」を送ります。

高
額
療
養
費
制
度

医
療
費
が
高
額
と
な
っ
た
場
合
、

自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
額
が
支

給
さ
れ
る
制
度
で
す
。
支
給
申
請
の

対
象
と
な
る
人
に
は
、
後
日
、
市
か

ら
通
知
し
ま
す
。

マイナ保険証
の有無 国民健康保険 後期高齢者医療制度

持っている マイナ保険証の提示のみで窓口での支払いが自己負担限度額で止まるため、手続は不要です。

持っていない

　申請により「限度額適用認定証」の交付（後期の人は「資格確認書」への併記）を受ける必要
があります。
　ただし、70歳以上で所得区分が「現役並み所得者Ⅲ」又は「一般」の人は、「資格確認書」の
提示のみで止まるため、手続は不要です。

申請は毎年度必要です。 　１度申請すれば、翌年度以降は所得区分が併
記された「資格確認書」が更新されて届きます。

限
度
額
適
用
認
定
証
の
申
請
に
必
要

な
も
の

・
対
象
者
及
び
世
帯
主
（
国
保
の

み
）
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
わ
か
る

も
の
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
又

は
通
知
カ
ー
ド
な
ど
）

・
窓
口
に
来
る
人
の
本
人
確
認
が
で

き
る
も
の

※

住
民
票
上
、
同
一
世
帯
で
な
い

人
が
窓
口
で
手
続
す
る
場
合
、
原

則
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。

長
期
入
院
該
当
認
定

マ
イ
ナ
保
険
証
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、
所
得
区
分
が
一
定
の
要
件
を
満

た
し
、
過
去
１
年
で
91
日
以
上
の
入

院
が
あ
る
人
は
、
食
事
代
の
更
な
る

減
額
の
た
め
に
長
期
入
院
該
当
の
認

定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
領

収
書
な
ど
入
院
期
間
が
分
か
る
も
の

を
持
っ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※

所
得
区
分
の
要
件
な
ど
の
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
こ
と

・
健
康
医
療
保
険
課
国
保
係

☎
㉕
９
４
１
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す
る
こ
と

・
健
康
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

☎
㉕
９
４
１
２

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

記
載
内
容
を
確
認

・
被
保
険
者
の
住
所
・
氏
名
・
生
年

月
日・世
帯
主
氏
名（
国
保
の
み
）

に
誤
り
が
あ
る
場
合
は
、
健
康
医

療
保
険
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
70
歳
以
上
の
人
は
「
負
担
割
合
」

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
令
和
７

年
中
の
所
得
の
状
況
に
よ
り
変
更

と
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ほ
か
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

の
に
「
資
格
確
認
書
」
や
「
資
格
情

報
の
お
知
ら
せ
」
が
届
い
た
と
き
は

国
民
健
康
保
険
か
ら
勤
務
先
の
健

康
保
険
に
加
入
し
た
場
合
は
、
国
保

の
喪
失
手
続
が
必
要
で
す
。

資
格
喪
失
手
続
に
必
要
な
も
の

・
国
民
健
康
保
険
の
「
資
格
確
認
書

（
手
元
に
あ
る
場
合
の
み
）」

・
勤
務
先
の
健
康
保
険
の
「
資
格
確

認
書
」
又
は
「
資
格
情
報
の
お
知

ら
せ
」

・
世
帯
主
及
び
対
象
者
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
わ
か
る
も
の
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
又
は
通
知
カ
ー
ド
な
ど
）

・
窓
口
に
来
る
人
の
本
人
確
認
が
で

き
る
も
の
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
、
運
転
免
許
証
な
ど
）

※

住
民
票
上
同
一
世
帯
で
な
い
人

が
窓
口
で
手
続
す
る
場
合
は
委
任

状
が
必
要
で
す
。

限
度
額
適
用
認
定

窓
口
で
の
支
払
い
を
自
己
負
担
限

度
額
で
止
め
る
手
続
に
つ
い
て
は
、

下
表
の
と
お
り
で
す
。

福
祉
医
療
対
象
者
（
重
度
心
身
障

が
い
者
及
び
ひ
と
り
親
家
庭
）
の
健

康
保
持
と
生
活
安
定
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
医
療
費
（
自
己
負
担
分
）

の
助
成
を
行
い
ま
す
。

福
祉
医
療
を
受
け
ら
れ
る
人

①
65
歳
以
上
で
引
き
続
き
３
か
月
以

上
の
寝
た
き
り
の
状
態
で
他
人
の

介
護
が
必
要
な
人
（
助
成
期
間
は

１
年
限
り
）

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
又
は
２
級

を
持
っ
て
い
る
人

③
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
又
は
４
級

を
持
っ
て
い
る
人
で
、
お
お
む
ね

Ｉ
Ｑ
50
以
下
と
診
断
さ
れ
た
人

④
療
育
手
帳
Ａ
を
持
っ
て
い
る
人

⑤
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

を
持
っ
て
い
る
人

⑥
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
２
級

を
持
っ
て
い
る
人
で
、
身
体
障
害

者
手
帳
３
級
又
は
４
級
を
持
っ
て

い
る
人

⑦
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
２
級

を
持
っ
て
い
る
人
で
、
お
お
む
ね

Ｉ
Ｑ
50
以
下
と
診
断
さ
れ
た
人

⑧
ひ
と
り
親
家
庭
の
人
（
18
歳
未
満

又
は
高
校
第
３
学
年
修
了
ま
で
の

20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
す
る
配

偶
者
の
い
な
い
人
及
び
児
童
）

※

健
康
保
険
未
加
入
者
は
、
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

※

①
〜
⑦
の
20
歳
以
上
の
人
は
、

所
得
制
限
（
特
別
障
害
者
手
当
の

所
得
額
を
準
用
）
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
所
得
額
に
は
障
害
年
金
な
ど

の
非
課
税
収
入
も
含
ん
で
審
査
し

ま
す
。

※

⑧
は
、
前
年
分
の
所
得
税
が
非

課
税
の
世
帯
が
対
象
で
す
。

自
己
負
担
額

対
象
者
の
自
己
負
担

割
合
は
、「
医
療
費
の
１
割
」
で
す
。

薬
局
な
ど
で
は
、
自
己
負
担
は
あ

り
ま
せ
ん
。

１か月１医療機関あたりの自己負担限度額

区分 入院 外来

市町村民税
課税世帯の人 20,000円 6,000円

市町村民税
非課税世帯の人  2,000円 1,000円

20歳未満の
障がい児（者）  2,000円 1,000円

※

医
療
機
関
な
ど
で
、
１
割
を
超

え
る
又
は
自
己
負
担
限
度
額
を
超

え
る
医
療
費
を
負
担
し
た
場
合
は
、

助
成
申
請
に
よ
り
医
療
費
の
払
い

戻
し
を
し
ま
す
。

福
祉
医
療
対
象
者
に

医
療
費
を
助
成
し
ま
す

介
護
保
険
負
担
割
合
証
を

送
付
し
ま
す

65
歳
以
上
の
人
（
第
１
号
被
保
険

者
）
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

利
用
者
負
担
割
合
に
つ
い
て
、
前
年

の
所
得
に
よ
り
１
割
か
ら
３
割
の
負

担
割
合
を
決
定
し
、
毎
年
７
月
に
交

付
を
行
い
ま
す
。

適
用
期
間
は
８
月
１
日
か
ら
１
年

間
で
、
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
人
、
総
合
事
業
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
人
全
員
に
負
担
割
合
を

記
載
し
た
介
護
保
険
負
担
割
合
証
を

送
付
し
ま
す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど

を
利
用
す
る
際
は
、
介
護
保
険
被
保

険
者
証
と
一
緒
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
事

業
者
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
第
2
号
被
保
険
者
（
65
歳

未
満
）
の
負
担
割
合
は
一
律
1
割
負

担
で
す
。

対象者 負担割合

第
１
号
被
保
険
者

本人の合計所得金額
が220万円以上の人 本人も含め同一世帯にいる

65歳以上の人の「年金収入
額＋その他の合計所得金
額」が右記の額

単身世帯：340万円以上
３割

２人以上の世帯：463万円以上

（上記に該当しない人で）
本人の合計所得金額
が160万円以上の人

単身世帯：280万円以上
２割

２人以上の世帯：346万円以上

上記以外の人 １割

問
合
せ

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合

介
護
保
険
課

☎
㉕
１
５
２
０

介
護
保
険
料
の
還
付
金
詐
欺

に
注
意
し
ま
し
ょ
う

浜
田
圏
域
内
で
、
介
護
保
険
課
の

職
員
を
名
乗
る
男
か
ら
電
話
が
あ
り
、

A
T
M
を
操
作
し
て
お
金
を
騙
し
取

ら
れ
る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

介
護
保
険
料
の
還
付
に
つ
い
て

は
、
必
ず
文
書
で
通
知
を
行
い
ま

す
。
電
話
で
口
座
番
号
を
聞
い
た
り
、

A
T
M
へ
行
く
よ
う
指
示
す
る
事
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合
は
、

警
察
や
介
護
保
険
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護
保

険
課
資
格
賦
課
係

☎
０
８
５
５
㉕
１
５
２
０

※

対
象
と
な
る
の
は
、
保
険
診
療

に
係
る
自
己
負
担
額
の
み
で
す
。

入
院
時
の
食
費
な
ど
の
保
険
外
の

負
担
、
大
き
な
病
院
に
紹
介
状
な

し
で
か
か
っ
た
際
の
選
定
療
養
費

は
対
象
外
で
す
。

問
合
せ

健
康
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

☎
㉕
９
４
１
１
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国際交流員コラム

室谷の棚田に行ってきました！

　皆さん、こんにちは。ベトナム国際交流員クインです。
　ゴールデンウィーク明けに、一人で原付に乗って室
谷の棚田まで行きました。快晴でお出かけ日和の一日
でした。観光協会のSNSで綺麗な棚田の写真を見てか
ら、絶対行きたいと思っていました。
　展望台に立つと、遠くには海と青空が広がっていま
した。また夕方には、夕日の光が、緑の山々に囲まれ
た棚田の水面にきらきらと反射していて、とても幻想
的な風景でした。カエルの鳴き声が静かな棚田に生き
生きと響いていました。その絶景を眺めながら一生懸
命作業している農家の人の姿を見ていると、子どもの
頃の記憶がよみがえってきました。
　私も農家の出身で、子どもの頃から田んぼに漂う土
の匂いに囲まれて育ち、田んぼを渡る風に乗せて、自
分で作った凧を空高く飛ばして遊びました。私の親は
米、トウモロコシ、ピーナッツなどいろいろな作物を
一生懸命作っています。
　毎年、香りの良いおいしい新米を食べて育ちました。
日本に来てから初めてお米を買って食べました。日本
のお米はベトナムのお米とは少し違います。ベトナム
では、長い米、もち米、日本のような短くて丸い米な
どもあります。日本のお米はとてももちもちで、よく
おにぎりにして食べられます。ベトナムのお米は少し
パラパラしているため、あまりおにぎりにして食べる

習慣はありません。しかし、もちもちしたお米を食べた
い時、ベトナム人はもち米から作ったおこわを食べます。
おこわは典型的な朝ごはんとしてたくさん売られていま
す。
　実家は、年２回お米を作っています。ベトナムも日本
と同じく、お米が主食で、気候や土壌に恵まれて米を多
く作っています。地域によって異なりますが、一般的に
北部、中部は年２回、南部は年３回米を作っています。
水が足りない山岳地帯や棚田では、年１回しか作れない
そうです。ベトナムでは、お米から作られた食べ物の種
類がとても豊富だと思います。麺類の多くはお米から作
られています。例えば、ビーフン、フォー、そして私の
ふるさとの名物であるミークアンです。ライスペーパー
や米粉を使った焼き物などもあります。私の実家では小
麦はあまり使いません。
　ベトナム人も日本人のように米を大切にしています。
子どもの頃、ご飯を残してはいけないと何度も言われま
した。田んぼ、棚田は綺麗で穏やかですが、農業は決し
て楽な仕事ではありませんから。普通の田んぼでも大変
なのに、棚田での作業はさらに大変だと思います。浜田
市の綺麗な室谷の棚田がこれからもずっと守られてほし
いと思います。
　室谷の棚田のお米もおいしいと有名なので今年はぜひ
味わってみたいです。

棚田・山・海

グエン　ティ　テゥイ　クイン

棚田に映える美しい夕日

伝 言 板
まちかど

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

抽
選
に
よ
り
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
、
申
込
受

付
期
間
中
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

申
込
受
付

７
月
17
日
㈮
〜
31
日
㈮

抽
選
日

８
月
下
旬

入
居
予
定

９
月
中
旬

問
合
せ

島
根
県
住
宅
供
給
公
社

浜
田
住
宅
管
理
事
務
所

☎
㉕
０
５
３
５

伝 言 板
まちかど

公
募
施
設

地
域
定
住
住
宅

指
定
期
間

令
和
９
年
４
月
１
日
〜

令
和
14
年
３
月
31
日

問
合
せ

建
築
住
宅
課
住
宅
管
理
係

☎
㉕
９
６
３
０

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

指
定
期
間

令
和
９
年
４
月
１
日
〜

令
和
14
年
３
月
31
日

問
合
せ

建
築
住
宅
課
住
宅
管
理
係

☎
㉕
９
６
３
０

公
の
施
設
の

指
定
管
理
者
募
集

集
団
移
転
住
宅

指
定
期
間

令
和
９
年
４
月
１
日
〜

令
和
14
年
３
月
31
日

問
合
せ

建
築
住
宅
課
住
宅
管
理
係

☎
㉕
９
６
３
０

東
公
園
運
動
施
設
等

指
定
期
間

令
和
９
年
４
月
１
日
〜

令
和
14
年
３
月
31
日

問
合
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係

☎
㉕
９
７
２
１

サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

指
定
期
間

令
和
９
年
４
月
１
日
〜

令
和
14
年
３
月
31
日

問
合
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係

☎
㉕
９
７
２
１

申
請
方
法

７
月
８
日
㈬
か
ら
８
月

18
日
㈫
ま
で
に
、
募
集
関
係
書
類

を
担
当
課
窓
口
又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
の
上
、
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

先
着
順
で
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付

随
時
。
た
だ
し
、
新
規

に
募
集
す
る
住
宅
は
７
月
10
日
㈮

以
降
。

問
合
せ

市
営
住
宅（
浜
田・金
城・旭・三
隅
）

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
金
城
）

島
根
県
住
宅
供
給
公
社

浜
田
住

宅
管
理
事
務
所

☎
㉕
０
５
３
５

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
旭
）

地
域
定
住
住
宅
（
弥
栄
・
三
隅
）

㈲
中
田
工
務
店

☎
42
１
２
０
３

地
域
定
住
住
宅
（
金
城
・
旭
）

建
築
住
宅
課
住
宅
管
理
係

☎
㉕
９
６
３
０

一
般
競
争
入
札

日
時

８
月
19
日
㈬

※

時
間
は
後
日
通
知

場
所

市
役
所
本
庁
舎
４
階
講
堂
Ａ

申
込
み

７
月
１
日
㈬
か
ら
30
日
㈭

（
必
着
）
ま
で
に
入
札
参
加
申
込

書
を
契
約
管
理
課
入
札
管
理
係
へ

※

参
加
資
格
や
売
却
条
件
な
ど
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

物
件
に
関
す
る
こ
と

・
行
財
政
改
革
推
進
課
管
財
係

☎
㉕
９
１
４
０

市
有
財
産
を
売
却
し
ま
す

売却物件
物件番号 R ８- １ R８- ２ R８- ３
物件名 旧向野田住宅 旧上神代屋住宅 旧栃木住宅４号棟
区分 土地・建物 土地・建物 土地・建物
所在地 三隅町向野田613番3 弥栄町長安本郷431番1 弥栄町栃木319番8
地目・種類 宅地・居宅 宅地・居宅 宅地・居宅
面積 土地:563.48㎡

建物: 84.16㎡
土地:579.57㎡
建物:160.92㎡

土地:615.99㎡
建物:110.59㎡

最低売却価格 6,800,000円 1,100,000円 3,360,000円

・
建
築
住
宅
課
住
宅
管
理
係

☎
㉕
９
６
３
０

入
札
に
関
す
る
こ
と

契
約
管
理
課
入
札
管
理
係

☎
㉕
９
１
４
１

募
　
　
集

有

料

広

告

広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
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出
願
期
間

第
１
回

8
月
31
日
㈪
ま
で

第
２
回

９
月
１
日
㈫
〜
９
日
㈬

入
学
説
明
会・相
談
会（
浜
田
会
場
）

日
時

８
月
21
日
㈮

午
前
９
時
〜

場
所

い
わ
み
ー
る

申
込
み

島
根
学
習
セ
ン
タ
ー
へ

☎
０
８
５
２
㉘
５
５
０
０

放
送
大
学

10
月
生
募
集

一
般
競
争
入
札

日
時

８
月
25
日
㈫

場
所

市
役
所
本
庁
舎
４
階
講
堂

※

参
加
資
格
や
売
却
条
件
な
ど
詳

細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

申
込
み

8
月
5
日
㈬
（
必
着
）
ま

で
に
入
札
参
加
申
込
書
を
契
約
管

理
課
入
札
管
理
係
へ

物
件
公
開

日
時

７
月
６
日
㈪
〜
８
月
５
日
㈬

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

旭
支
所
駐
車
場

※

物
件
確
認
の
際
は
、
事
前
に
問

合
せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

物
件
に
関
す
る
こ
と

旭
支
所
防
災
自
治
課

☎
45
１
４
３
３

入
札
に
関
す
る
こ
と

契
約
管
理
課
入
札
管
理
係

☎
㉕
９
１
４
１

公
用
車
を
売
却
し
ま
す

売却物件

売却車両 三菱ローザ
（29人乗り）

初年度登録 平成17年９月
燃料 軽油

車検満了日 令和８年９月20日

走行距離 351,543km
(令和８年５月１日現在)

最低売却価格 255,000円
（税抜）

浜
田
市
美
術
展

一
般
公
募
展
作
品
募
集

募集部門・出品料

絵画の部
油絵・水彩画・日本画・版画・素描・デザイン・アクリル画（第２部のみ）
第１部　一般・大学生・高校生
第２部　中学生

１人１点限り
１点1,500円（中・高校生500円）

写真の部 題材自由
（デジタル加工した作品も可）

１人３点以内
１点1,500円（中・高校生500円）

書の部 第１部　前衛
第２部　漢字・かな・近代詩文など

１人１点限り
１点1,500円（中・高校生500円）

現代美術の部表現・材料・展示など既存の部門の枠を超えた作品※　出品には世界こども美術館の学芸員との事前相談が必要です。
１人１点限り
１点1,500円（中・高校生500円）

自由作品の部工芸・陶芸・ちぎり絵・水墨画・彫刻など １人１点限り
１点1,000円（中・高校生300円）

展
示

日
時

10
月
3
日
㈯
〜
12
日
㈷

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
5
時

（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

場
所

世
界
こ
ど
も
美
術
館

作
品
募
集

対
象

中
学
生
以
上
の
石
見
地
方
在

住
者
及
び
出
身
者

部
門
・
出
品
料

下
表
の
と
お
り

申
込
み

出
品
票
と
出
品
料
を
各
応
募
先
へ

応
募
先
・
期
間
（
閉
庁
日
除
く
）

市
役
所
北
分
庁
舎
２
階
文
化
振
興
課

９
月
７
日
㈪
〜
18
日
㈮

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

金
城
・
旭
・
弥
栄
支
所
教
育
委
員
会

分
室９

月
7
日
㈪
〜
11
日
㈮

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

石
正
美
術
館

９
月
7
日
㈪
〜
13
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

世
界
こ
ど
も
美
術
館

９
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

作
品
の
搬
入
場
所

金
城
・
旭
・
弥

栄
支
所
教
育
委
員
会
分
室
、
石
正

美
術
館
、
世
界
こ
ど
も
美
術
館

表
彰
式

日
時

10
月
11
日
㈰

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所

世
界
こ
ど
も
美
術
館

搬
出

日
時

10
月
12
日
㈷

午
後
４
時
〜
５
時

問
合
せ

文
化
振
興
課
芸
術
文
化
振
興
係

☎
㉕
９
７
３
０

ホームページは
こちらから
見られます

日
時

12
月
13
日
㈰

午
後
１
時
〜

場
所

石
央
文
化
ホ
ー
ル

申
込
み

7
月
31
日
㈮
ま
で
に
浜
田
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
事
務
局
へ

☎
㉒
３
７
５
９

E-m
ail

：contact@
ham

ada
-lc.org

※

申
込
多
数
の
場
合
は
、
選
考
が

あ
り
ま
す
。

石
央
ふ
れ
あ
い
余
芸
大
会

出
演
者
募
集

日
時

10
月
４
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

健
康
や
福
祉
に
関
す
る
活
動

を
行
う
団
体
又
は
個
人

内
容

合
唱
・
踊
り
な
ど
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
や
、
活
動
内
容
の
紹
介

な
ど
（
１
団
体
15
分
以
内
）

※

応
募
団
体
が
多
数
の
場
合
は
、

選
考
・
抽
選
に
よ
り
出
演
団
体
を

決
定
し
ま
す
。

申
込
み

７
月
10
日
㈮
ま
で
に
地
域
福
祉
課

内
浜
田
市
健
康
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局
へ

☎
㉕
９
３
０
０

健
康
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ス
テ
ー
ジ
出
演
者
募
集

相
　
　
談

対
象

ひ
と
り
親
家
庭
、
寡
婦
の
人
、

未
婚
の
人
、
離
婚
前
の
人

日
時７

月
〜
12
月
の
原
則
第
４
水
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所

い
わ
み
ー
る

料
金

無
料（
１
人
30
分・要
予
約
）

申
込
み

（
一
財
）
島
根
県
母
子
寡
婦
福
祉

連
合
会
へ

☎
０
８
５
２
32
５
９
２
０

島
根
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

ひ
と
り
親
家
庭
無
料
法
律
相
談

日
時

７
月
31
日
㈮

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場
所

浜
田
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

内
容

土
地
建
物
の
表
示
に
関
す
る

登
記
・
境
界
に
つ
い
て

問
合
せ

島
根
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
浜
田

支
部

南
口
さ
ん

☎
０
８
５
５
53
０
３
５
０

全
国
一
斉
不
動
産
表
示
登
記

無
料
相
談
会

日
時

９
月
18
日
㈮
ま
で

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※

毎
週
月
曜
日
（
た
だ
し
祝
日
の

場
合
は
開
館
）
及
び
7
月
21
日
㈫

は
休
館

相
談
方
法

メ
ー
ル
又
は
電
話

※

会
場
の
下
見
を
行
う
場
合
は
事

前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

会
場

世
界
こ
ど
も
美
術
館

申
込
み
・
問
合
せ

世
界
こ
ど
も
美
術
館
へ

☎
㉓
８
４
５
１

E-m
ail

：ham
a-b@

nifty.com

浜
田
市
美
術
展

現
代
美
術
の
部

事
前
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

自
衛
官
な
ど

一
般
曹
候
補
生
（
陸
・
海
・
空
）

受
験
資
格

採
用
予
定
月
の
１
日
現

在
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人

受
付
期
間

７
月
１
日
㈬
〜
９
月
１
日
㈫

試
験
日
（
一
次
試
験
）

９
月
16
日
㈬
〜
27
日
㈰
の
う
ち
指

定
す
る
１
日

試
験
種
目

筆
記
試
験
及
び
適
性
検
査

（
ウ
ェ
ブ
試
験
方
式
）

試
験
会
場

自
宅
で
受
験
可
能

２
等
陸
・
海
・
空
士

受
験
資
格

採
用
予
定
月
の
１
日
現

在
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人

受
付
期
間

７
月
１
日
㈬
〜
９
月
１
日
㈫

試
験
日
・
試
験
種
目

①
筆
記
試
験
・
適
性
検
査

（
ウ
ェ
ブ
試
験
方
式
）

９
月
16
日
㈬
〜
20
日
㈰

②
口
述
試
験
・
身
体
検
査

10
月
3
日
㈯
〜
11
月
１
日
㈰
の
う

ち
指
定
す
る
１
日

試
験
会
場

①
筆
記
試
験
・
適
性
検
査

自
宅
で
受
験
可
能

②
口
述
試
験
・
身
体
検
査

陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

海
上
・
航
空
自
衛
隊
航
空
学
生

受
験
資
格

高
等
学
校
卒
業
相
当

（
見
込
み
含
む
）
又
は
24
歳
未
満

の
人（
令
和
9
年
４
月
１
日
現
在
）

受
付
期
間

７
月
１
日
㈬
〜
８
月
28
日
㈮

試
験
日
（
一
次
試
験
）

９
月
19
日
㈯
・
26
日
㈯
の
う
ち
指

定
す
る
１
日

試
験
種
目

筆
記
試
験
及
び
適
性
検
査

試
験
会
場

受
付
時
に
通
知
し
ま
す
。

※

試
験
日
な
ど
を
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

・
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

☎
０
８
５
２
㉑
０
０
１
５

・
浜
田
出
張
所

☎
㉒
１
３
３
４

資
格・試
験

教
室・講
座

島
根
県
立
大
学

出
雲
キ
ャ
ン
パ
ス
公
開
講
座

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
睡
眠

人
に
と
っ
て
の
睡
眠
：
良
質
な
睡
眠

に
向
け
て

日
時

７
月
5
日
㈰

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

講
師

平
井
由
佳
さ
ん

（
看
護
栄
養
学
部
准
教
授
）

食
事
と
睡
眠

日
時

７
月
26
日
㈰

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

講
師

澤
幸
子
さ
ん

（
看
護
栄
養
学
部
准
教
授
）

生
活
習
慣
と
睡
眠

日
時

８
月
９
日
㈰

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

講
師

横
山
淳
美
さ
ん

（
看
護
栄
養
学
部
講
師
）

場
所

ま
ち
な
か
交
流
プ
ラ
ザ

定
員

各
回
20
人

料
金

無
料

申
込
み

左
記
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
か

ら
又
は
島
根
県
立
大
学
出
雲
キ
ャ

ン
パ
ス
管
理
課
へ

☎
０
８
５
３
⑳
０
２
０
０

こちらから
申し込めます

命
を
守
る
！
熱
中
症
の
正
し
い
知
識

と
予
防
法

日
時

７
月
８
日
㈬

午
後
６
時
〜
７
時

場
所

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

２
階
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー

講
師

平
木
達
也
さ
ん

（
診
療
看
護
師
）

料
金

無
料
（
申
込
み
不
要
）

問
合
せ

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
管
理
課

☎
㉕
０
５
０
５

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

市
民
公
開
講
座
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日
時

７
月
10
日
㈮

午
後
６
時
〜

場
所

浜
田
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

研
修
室

内
容子

ど
も
が
主
体
的
に
自
分
の
人
権

を
守
る
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

紹
介

料
金

無
料

申
込
み
・
問
合
せ

左
記
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
又
は

は
ま
だ
Ｃ
Ａ
Ｐ
へ

☎
０
９
０
‐
８
０
６
９
‐
３
３
３
１

こちらから
申し込めます

Ｃ
Ａ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
公
開
講
座

合
言
葉
は
「
あ
ん
し
ん
・

じ
し
ん
・
じ
ゆ
う
！
」

一
般
：
初
心
者
（
経
験
年
数
１
年
未

満
）・
上
級
者
コ
ー
ス
／
ジ
ュ
ニ
ア

（
中
学
生
以
下
）
初
心
者
・
上
級
者

コ
ー
ス

日
時

８
月
17
日
㈪
〜
毎
週
月
曜
日

（
全
８
回
）
午
後
７
時
〜
９
時

場
所
石
見
海
浜
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

定
員

各
コ
ー
ス
10
人

料
金

・
一
般　
　
　
　
　
4
０
０
０
円

・
ジ
ュ
ニ
ア　
　
　

２
5
０
０
円

石
見
海
浜
公
園

秋
季
テ
ニ
ス
教
室
（
硬
式
）

お
出
か
け

中
国
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ

ベ
ル
ガ
ロ
ッ
ソ
い
わ
み

試
合
日
程
（
ホ
ー
ム
戦
）

日
時７

月
4
日
㈯

午
後
４
時
〜

７
月
11
日
㈯

午
後
４
時
〜

９
月
19
日
㈯

午
後
４
時
〜

場
所
県
立
サ
ッ
カ
ー
場（
益
田
市
）

問
合
せ

ベ
ル
ガ
ロ
ッ
ソ
い
わ
み
事
務
局

☎
㉕
５
０
８
９

日
時７

月
12
日
㈰

午
後
２
時
〜

８
月
9
日
㈰

午
後
1
時
〜

9
月
20
日
㈰

午
後
1
時
〜

10
月
3
日
㈯

午
後
1
時
〜

10
月
25
日
㈰

午
後
２
時
〜

11
月
22
日
㈰

午
後
1
時
〜

12
月
13
日
㈰

午
後
1
時
〜

場
所

県
立
体
育
館

問
合
せ

ポ
ル
セ
イ
ド
浜
田
事
務
局

☎
０
９
０
‐
５
１
９
９
‐
９
８
３
０

日
時

７
月
４
日
㈯

午
後
３
時
〜
７
時

場
所

今
福
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

料
金

５
０
０
円

（
事
前
申
込
み
不
要
）

※

中
学
生
以
下
無
料

※

軽
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

今
福
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

☎
42
２
０
８
３

七
夕
茶
会

日
時

７
月
11
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

内
容

セ
ミ
ナ
ー
開
会
式
・
講
座

「
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
作
家
J.
L.
ボ
ル

ヘ
ス
と
仏
教
に
つ
い
て
」

講
師

岡
崎
秀
紀
さ
ん

（
能
海
寛
研
究
会
長
）

映
像
視
聴
＆
意
見
交
換
・
交
流
会

場
所

波
佐
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

料
金

無
料
（
事
前
申
込
み
不
要
）

問
合
せ

能
海
寛
研
究
会
事
務
局

☎
０
９
０
‐
４
６
９
７
‐
２
８
１
８

チ
ベ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー

パ
ソ
コ
ン
・
経
理
資
格
取
得
コ
ー
ス

入
校
検
定
日

７
月
27
日
㈪

（
合
格
発
表

７
月
30
日
㈭
）

訓
練
期
間

８
月
７
日
㈮
〜
12
月
4
日
㈮

訓
練
会
場

ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
島
根

申
込
み

７
月
22
日
㈬
ま
で
に
入
校

願
を
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

西
部
高
等
技
術
校

離
職
者
等
再
就
職
訓
練

パ
ソ
コ
ン
資
格
取
得
コ
ー
ス

入
校
検
定
日

8
月
4
日
㈫

（
合
格
発
表

８
月
７
日
㈮
）

訓
練
期
間

８
月
21
日
㈮
〜
11
月
20
日
㈮

訓
練
会
場

㈱
ソ
コ
ロ
シ
ス
テ
ム
ズ

浜
田
教
室

申
込
み

７
月
30
日
㈭
ま
で
に
入
校

願
を
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

共
通

対
象

求
職
者

検
定
会
場

浜
田
合
同
庁
舎
５
階

中
会
議
室

定
員

14
人

受
講
料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

実
費
負
担
あ
り
）

選
抜
方
法

面
接
及
び
筆
記
試
験

（
国
語
・
数
学
）

問
合
せ

西
部
高
等
技
術
校
総
務
企
画
課

☎
０
８
５
６
㉒
２
４
５
０

申
込
み
・
問
合
せ

石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー
へ

☎
㉘
２
２
３
１

日
時

７
月
12
日
㈰

午
後
１
時
30
分
〜

場
所

石
央
文
化
ホ
ー
ル

小
ホ
ー
ル

ゲ
ス
ト

高
﨑
純
瑛
さ
ん

（
ギ
タ
ー
弾
き
語
り
）

料
金

無
料

問
合
せ

石
央
文
化
ホ
ー
ル
浜
田
少
年
少
女

合
唱
団

寺
井
さ
ん

☎
０
９
０
‐
６
８
３
１
‐
３
０
２
２

浜
田
少
年
少
女
合
唱
団

ア
ー
リ
ー
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

日
時

７
月
12
日
㈰

午
後
１
時
〜
４
時

内
容

記
念
講
演

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

「
石
見
人
の
生
き
方
―
堀
田
仁
助

を
中
心
と
し
て
―
」

講
師

神
英
雄
さ
ん

（
島
根
地
理
学
会
顧
問
）

会
員
発
表

午
後
２
時
40
分
〜
４
時

「
近
代
日
本
と
イ
ン
ド
・
ス
リ
ラ

ン
カ
と
の
学
術
交
流
の
研
究

序

説
」

発
表
者

奥
山
直
司
さ
ん

（
能
海
寛
研
究
会
副
会
長
）

「
創
作
『
寧
夏
の
峻
嶺
巡
る
束
の

間
の
行
か
ら
』
考
え
る
こ
と
」

発
表
者

楊よ
う
せ
ん暹

さ
ん

(

能
海
寛
研
究
会
員)

場
所

波
佐
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

料
金

無
料
（
事
前
申
込
み
不
要
）

問
合
せ

能
海
寛
研
究
会
事
務
局

☎
０
９
０
‐
４
６
９
７
‐
２
８
１
８

能
海
寛
研
究
会

年
次
大
会
記
念
講
演
会

日
時

７
月
14
日
㈫
〜
８
月
30
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※

最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

※

月
曜
休
館

場
所

石
州
和
紙
会
館

料
金

無
料

問
合
せ

石
州
和
紙
会
館

☎
32
４
１
７
０

石
州
和
紙
会
館

石
州
和
紙
う
ち
わ
ア
ー
ト
展

ひ
き
こ
も
り
の
理
解
と
望
ま
し
い
接

し
方
〜
ひ
き
こ
も
り
の
理
解
を
深
め
、

関
わ
り
方
を
学
ぶ
〜

日
時

７
月
15
日
㈬

午
前
10
時
〜
11
時
45
分

場
所

石
見
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

長
沢
サ
ブ
セ
ン
タ
ー

講
師

岡
﨑
四
方
さ
ん

（
島
根
県
立
心
と
体
の
相
談
セ
ン

タ
ー

セ
ン
タ
ー
長
）

料
金

無
料

申
込
み
・
問
合
せ

健
康
医
療
保
険

課
健
康
づ
く
り
係
へ

☎
㉕
９
３
１
１

ひ
き
こ
も
り
講
演
会こちらからも

申し込めます

日
時

７
月
12
日
㈰

午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員

15
人

料
金

・
会
員　
　
　
　
　

２
０
０
円

・
非
会
員　
　
　
　
４
０
０
円

申
込
み
・
問
合
せ

７
月
９
日
㈭
ま

で
に
左
記
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら

又
は
浜
田
国
際
交
流
協
会
へ

☎
㉕
９
５
１
１

漆
を
筆
に
し
、

水
で
絵
を
描
く
中
国
漆チ

ー
シ
ャ
ン扇

Wワ

ー

ク

O
Ｒ
Ｋ
Sシ

ョ

ッ

プ

Ｈ
Ｏ
Ｐこちらから

申し込めます

日
時

７
月
18
日
㈯

午
後
2
時
〜
4
時

場
所

石
央
文
化
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

出
演

浜
田
少
年
少
女
合
唱
団
、
Ａ

ｇ
ｒ
ｅ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ

Ｊ
ａ
ｚ
ｚ

Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
、
ｎ
ａ
‐
ｒ
ｕ
、
岡

田
愛
、
Ｙ
ｅ
ｌ
ｌ
ｏ
ｗ

ｋ
ｉ
ｔ

ｅ
定
員

80
人

料
金

無
料
（
申
込
み
不
要
）

問
合
せ

末
日
聖
徒
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
教

会
浜
田
支
部

平
野
さ
ん
へ

☎
０
９
０
‐
２
２
９
３
‐
４
０
５
９

み
ん
な
の
音
楽
会

日
時

７
月
18
日
㈯

①
分
か
ち
合
い
の
つ
ど
い

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

※

遺
族
の
み
参
加
可（
予
約
不
要
）

②
J
交
流
会
（
茶
話
会
）

午
後
３
時
30
分
〜
５
時

※

遺
族
以
外
も
参
加
可（
要
予
約
）

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会

・
虹

事
務
局

☎
０
９
０
‐
４
６
９
２
‐
５
９
６
０

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り

亡
く
さ
れ
た
あ
な
た
へ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会・虹

F
リ
ー
グ
２
０
２
６
/
２
０
２
７

ポ
ル
セ
イ
ド
浜
田

試
合
日
程
（
ホ
ー
ム
戦
）

日
時

７
月
12
日
㈰

午
前
10
時
30
分
〜

場
所

石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

内
容

Ａ
Ｌ
Ｓ
ギ
タ
リ
ス
ト
と
仲
間

た
ち
に
よ
る
演
奏
、
認
知
症
が

テ
ー
マ
の
映
画
上
映
、
そ
の
ほ
か

認
知
症
検
査
や
啓
発
コ
ー
ナ
ー
、

パ
ン
や
コ
ー
ヒ
ー
の
販
売

料
金

無
料

問
合
せ

石
見
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
後
藤
さ
ん
・
事
務
局
長
佐
古

さ
ん
へ

☎
０
９
０
‐
８
７
１
０
‐
３
９
７
９

石
見
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り
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対
象

小
学
生
以
上

日
時

８
月
30
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

午
前
８
時
30
分
〜
受
付

場
所

石
見
海
浜
公
園
特
設
コ
ー
ト

定
員

12
チ
ー
ム
（
１
チ
ー
ム
５
人

で
プ
レ
イ
、登
録
は
10
人
ま
で
可
）

料
金

１
チ
ー
ム
５
０
０
０
円

申
込
み

８
月
17
日
㈪
ま
で
に
申
込

書
と
参
加
料
を
現
金
書
留
に
て
郵

送
（
８
月
17
日
㈪
必
着
）
又
は
石

見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー
へ

☎
㉘
２
２
３
１

石
見
海
浜
公
園

ビ
ー
チ
フ
ッ
ト
サ
ル
in
海
浜
公
園

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

　
　
☎
０
８
５
６
㉛
１
８
６
０

企
画
展

カ
イ
・
フ
ラ
ン
ク
展

時
代
を
超
え
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・

デ
ザ
イ
ン

日
時

６
月
27
日
㈯
〜
９
月
６
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時

休
館
日

毎
週
火
曜
日

※

８
月
11
日
㈷
は
開
館

場
所

石
見
美
術
館

展
示
室
Ｄ

料
金

・
一
般　
　
　
　
　
１
3
０
０
円

・
大
学
生　
　
　
　
　
８
０
０
円

・
高
校
生
以
下　
　
　
４
０
０
円

ミ
ュ
ー
シ
ア
27
「
名
画
で
名
シ
ー
ン
」

絵
を
み
て
、
自
分
の
か
ら
だ
で
自
由

に
表
現
す
る
、
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

対
象

小
・
中
学
生

日
時

７
月
26
日
㈰

午
後
１
時
〜

場
所グ

ラ
ン
ト
ワ
多
目
的
ギ
ャ
ラ
リ
ー

進
行
役

大
道
朋
奈
さ
ん

定
員

15
人
（
先
着
）

料
金

５
０
０
円

（
要
事
前
申
込
み
）

７
月
20
日
㈷
〜
８
月
31
日
㈪
は
夏
休

み
期
間
の
た
め
毎
日
開
館
。
開
館
時

間
も
午
後
６
時
ま
で
延
長
し
ま
す
。

夏
休
み
限
定
イ
ベ
ン
ト

わ
ん
ぱ
く
探
検
隊

対
象

小
・
中
学
生

（
１
人
で
参
加
で
き
る
子
ど
も
）

日
時

７
月
18
日
㈯
〜
8
月
31
日
㈪

①
午
前
11
時
〜

②
午
後
2
時

※

１
日
２
回
実
施
（
30
分
程
度
）

定
員

各
回
12
人

料
金

１
人
５
０
０
円

※

別
途
入
館
料
が
必
要

申
込
み

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
事
前
予
約

ペ
ン
ギ
ン
水
中
お
食
事
タ
イ
ム

日
時

７
月
25
日
㈯
〜
８
月
23
日
㈰

の
土
・
日
・
祝
日

午
後
12
時
30
分
〜
（
５
分
程
度
）

※

8
月
11
日
㈷
、
15
日
㈯
、
16
日

㈰
は
除
く

場
所

ペ
ン
ギ
ン
館
１
階

屋
外
側
プ
ー
ル

夏
の
特
別
展

烏
賊
VS
蛸
〜
く
ら
べ
て
分
か
る
⁉

あ
な
た
は
ど
っ
ち
派
？
〜

期
間

７
月
18
日
㈯
〜
10
月
12
日
㈷

場
所

３
階
特
別
展
示
室

ナ
イ
ト
ア
ク
ア
ス

日
時

７
月
25
日
㈯
、
８
月
22
日
㈯

午
後
６
時
〜
９
時
、
９
月
12
日
㈯

午
後
５
時
〜
９
時

※

昼
の
チ
ケ
ッ
ト
や
年
間
パ
ス

ポ
ー
ト
で
も
入
館
で
き
ま
す
。

ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

ヘ
ビ
・
カ
メ
・
ト
カ
ゲ
さ
ん
と

お
と
も
だ
ち
に
な
ろ
う
♪

対
象

未
就
学
児
と
そ
の
家
族

日
時

７
月
13
日
㈪

午
前
10
時
〜

場
所

１
階
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

定
員

10
組
（
先
着
順
）

料
金

無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

申
込
み

当
日
午
前
９
時
か
ら
１
階

総
合
案
内
所
へ

島
根
県
理
学
療
法
士
会
イ
ベ
ン
ト

日
時

７
月
26
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所

２
階
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム

７
月
の
神
楽
（
雨
天
中
止
）

５
日
㈰

倭
川
戸
神
楽
社
中

12
日
㈰

上
府
社
中

19
日
㈰

休
演
日

20
日
㈷

休
演
日

26
日
㈰

休
演
日

時
間

午
後
１
時
〜
３
時

場
所

は
っ
し
ー
広
場
ス
テ
ー
ジ

問
合
せ

島
根
物
産
商
事
㈱

☎
㉘
３
１
０
０

ア
ク
ア
ス
か
ら

　
　
　
☎
㉘
３
９
０
０

石
央
文
化
ホ
ー
ル
だ
よ
り

　
　
☎
㉒
２
１
０
０

バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
ツ
ア
ー

〜
ホ
ー
ル
舞
台
裏
探
検
隊
集
合
〜

内
容

普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い

大
ホ
ー
ル
舞
台
裏
の
見
学
や
、
舞

台
、
音
響
、
照
明
装
置
を
親
子
で

見
て
、
触
っ
て
体
験
し
よ
う
。

石
央
文
化
ホ
ー
ル
女
子
神
楽
同
好

会
「
舞
姫
社
中
」
が
出
演
し
、
舞

台
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
「
大
蛇
」
を
披
露
。

日
時

８
月
23
日
㈰

午
後
１
時
30
分
〜（
２
時
間
程
度
）

場
所

石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

対
象

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

定
員

親
子
20
組

料
金

１
人
７
０
０
円

申
込
み

７
月
18
日
㈯
か
ら
８
月
19

日
㈬
ま
で
に
電
話
又
は
申
込
用
紙

を
石
央
文
化
ホ
ー
ル
へ
持
参

※

定
員
に
達
し
次
第
受
付
終
了

※

動
き
や
す
い
服
装
、
靴
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

遊
泳
期
間

７
月
19
日
㈰
〜
８
月
23
日
㈰

※

安
全
に
遊
泳
で
き
な
い
と
判
断
し

た
場
合
は
遊
泳
禁
止
と
な
り
ま
す
。

※

海
岸
で
の
キ
ャ
ン
プ
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
は
禁
止
で
す
。

問
合
せ

浜
田
市
観
光
協
会

☎
㉔
１
０
８
５

国
府
海
水
浴
場
海
開
き

第
２
７
２
回
ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

三
階
町
平
床
の
歴
史
を
訪
ね

地
質
を
観
察
し
散
策
し
ま
す

日
時

７
月
26
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

午
前
８
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所

浜
田
第
二
ダ
ム
駐
車
場
に
集

合
し
現
地
へ
移
動

料
金

２
０
０
円
（
資
料
代
）

問
合
せ

下
村
さ
ん
午
後
５
時
以
降

☎
０
９
０
‐
７
５
０
０
‐
９
６
３
７

日
時

７
月
25
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
前
７
時
30
分
（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所

マ
リ
ン
大
橋
入
口
付
近

清
掃
場
所

マ
リ
ン
大
橋
市
場
一
帯

問
合
せ

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大

会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
市
民
１
０
０

０
人
の
会

牛
尾
さ
ん

☎
０
９
０
‐
８
２
４
４
‐
９
４
２
９

対
象

小
学
生
以
上

（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

日
時

８
月
２
日
㈰

午
前
９
時
〜
正
午

場
所三

隅
中
央
公
園
、三
隅
中
央
会
館

（
生
活
研
修
室
）、三
浦
正
昆
虫
館

定
員

20
人
程
度

料
金

１
人
１
０
０
円
程
度

申
込
み

７
月
17
日
㈮
午
後
５
時
ま

で
に
三
隅
支
所
産
業
建
設
課
へ

☎
32
２
８
０
３

三
隅
の
昆
虫
調
べ

日
時

７
月
26
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

料
金

無
料

内
容

人
物
写
生
と
デ
ッ
サ
ン
（
画

材
は
油
彩
、
水
彩
、
ア
ク
リ
ル
、

パ
ス
テ
ル
な
ど
自
由
）

定
員

20
人
（
先
着
順
）

持
参
品

必
要
な
画
材
、
イ
ー
ゼ
ル
、

敷
物
な
ど

※

貸
出
し
用
イ
ー
ゼ
ル
を
数
個
用

意
し
て
い
ま
す
。

申
込
み

７
月
13
日
㈪
ま
で
に
文
化

振
興
課
芸
術
文
化
振
興
係
へ

☎
㉕
９
７
３
０

℻  
㉓
５
７
５
８

E-m
ail 

：bunka@
city.ham

a
da.lg.jp

浜
田
市
美
術
展
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

絵
画
教
室

人
物
写
生
と
デ
ッ
サ
ン
会

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
海
岸
清
掃

石
州
浜
っ
子
夏
ま
つ
り

日
時

８
月
1
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
後
５
時
〜
10
時

※

荒
天
に
よ
る
中
止
の
場
合
は
、

2
日
㈰
に
花
火
の
み
実
施
し
ま
す
。

※

当
日
は
周
辺
道
路
の
交
通
規
制

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
会
場
周
辺

の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

公
共
交
通
機
関
の
活
用
や
乗
り
合

わ
せ
で
の
来
場
な
ど
混
雑
緩
和
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

場
所

浜
田
漁
港
一
帯

日
時

８
月
４
日
㈫

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

場
所

石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

演
題

障
が
い
理
解
〜
ま
ず
、
知
る

こ
と
か
ら
は
じ
め
ま
し
ょ
う
〜

講
師

島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会

料
金

無
料

申
込
み

７
月
24
日
㈮
ま
で
に
左
記

申
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
又
は
人
権

同
和
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー
へ

☎
㉕
９
１
６
０

人
権
・
同
和
教
育
研
究
集
会

ふ
れ
あ
い
フ
ォ
ー
ラ
ムこちらから

申し込めます

精
神
障
が
い
者
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
に

よ
る
体
験
発
表

ピ
ア
・
ス
マ
イ
ル
ト
ー
ク

〜
私
の
リ
カ
バ
リ
ー
ス
ト
ー
リ
ー
〜

日
時

８
月
６
日
㈭

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

場
所

浜
田
保
健
所

多
目
的
室

内
容

精
神
障
が
い
者
の
体
験
発
表

と
座
談
会

定
員

20
人

料
金

無
料

申
込
み

７
月
25
日
㈯
ま
で
に
左
記

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
又
は
相
談
支

援
事
業
所
陽
だ
ま
り
へ

☎
㉒
８
１
１
５

こちらから
申し込めます

親
子
で
楽
し
い
！

山
陰
浜
田
港
お
魚
料
理
教
室

日
時

８
月
22
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

調
理
実
習
室

講
師

長
野
操
子
さ
ん

定
員

小
学
生
・
保
護
者
合
わ
せ
て

20
人
程
度
（
抽
選
）

料
金

１
人
１
０
０
０
円

（
小
学
生・保
護
者
各
人
で
必
要
）

申
込
み

７
月
24
日
㈮
ま
で
に
左
記

申
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
又
は
申
込

書
を
水
産
振
興
課
内
浜
田
市
水
産

業
振
興
協
会
へ

☎
㉕
９
５
２
０

こちらから
申し込めます

対
象

中
学
生
以
上

日
時

８
月
23
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

午
前
８
時
〜
受
付

場
所

石
見
海
浜
公
園
特
設
コ
ー
ト

定
員

混
合
の
部
32
チ
ー
ム
４
人
制

（
１
チ
ー
ム
6
人
以
内
、
中
学
生

以
上
、
男
性
の
同
時
プ
レ
ー
は
２

人
ま
で
）

料
金

１
チ
ー
ム
４
０
０
０
円

申
込
み

７
月
31
日
㈮
ま
で
に
申
込

書
と
参
加
料
を
現
金
書
留
に
て
郵

送
（
７
月
31
日
㈮
必
着
）
又
は
石

見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー
へ

☎
㉘
２
２
３
１

石
見
海
浜
公
園

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

福
祉
・
保
育
職
場
就
職
フ
ェ
ア

日
時

８
月
12
日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜
4
時

場
所

い
わ
み
ー
る
１
階
体
育
室

内
容

事
業
所
P
R
コ
ー
ナ
ー
（
動

画
上
映
）・
事
業
所
に
よ
る
就
職

面
談
コ
ー
ナ
ー
・
就
職
支
援
機
関

な
ど
に
よ
る
個
別
相
談
コ
ー
ナ
ー

料
金

無
料

（
事
前
予
約
制
、
当
日
参
加
可
）

問
合
せ

浜
田
市
観
光
協
会

☎
㉔
１
０
８
５

※

手
話
通
訳
と
要
約
筆
記
を
行
い

ま
す
。

問
合
せ

島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン

タ
ー
石
見
分
室

☎
㉔
９
３
４
０
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月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館

vol.355

〒697-0016
浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…https://www.hamada-kodomo-art.com

vol.273
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://www.u-shimane.ac.jp

❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿❀✿

図書館情報
開館時間 ７月の休館日

中央 ☎㉒0480  9:00～19:00 13日㈪･27日㈪
金城 ☎421823

 9:00～17:00 ６日㈪･13日㈪
21日㈫･27日㈪
31日㈮

旭 ☎451439
弥栄 ☎482258
三隅 ☎320338 10:00～19:00

（土日祝日は18:00まで）

「図書館のもよおし」は、はまだ情報カレンダー
裏面のくらしのサービスガイドをご覧ください。

旧
金
城
支
所
庁
舎
解
体
工
事
中
の

金
城
図
書
館
の
開
館
に
つ
い
て

納
涼
「
こ
わ
〜
い
お
話
し
会
」

〝
日
本
の
Ｋ
ａ
ｉ
ｄ
ａ
ｎ
〞

７月の休館日
月曜日　６日・13日・27日
振替休 21日㈫
展示替　６月30日㈫～７月３日㈮

「
さ
わ
っ
手
た
の
し
む
タ
ッ
チ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
Ⅱ
〜
森
と
海
」
が
は
じ
ま
り
ま
す
！

７
月
の
イ
ベ
ン
ト

新
入
学
生
メ
ッ
セ
ー
ジ

図
書
の
寄
贈

令
和
７
年
度
卒
業
生
就
職
状
況

４
日
か
ら
、
浜
田
の
森
と
海
を
テ
ー
マ
に
、

様
々
な
技
法
で
表
現
さ
れ
た
〝
触
っ
て
楽
し

む
〞
こ
と
の
で
き
る
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

〈
森
の
ゾ
ー
ン
〉
で
は
、
浜
田
産
の
木
材

を
使
用
し
た
13
ｍ
に
及
ぶ
長
い
作
品
、〈
海

の
ゾ
ー
ン
〉
で
は
、
毛
糸
で
で
き
た
イ
カ
や

タ
コ
な
ど
の
海
の
生
き
も
の
や
、
メ
デ
ィ
ア

ア
ー
ト
で
体
験
す
る
作
品
が
並
び
ま
す
。

見
て
・
感
じ
て
・
体
感
す
る
こ
と
の
で
き

る
展
覧
会
で
す
。
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

会
期

９
月
27
日
㈰
ま
で

ビー玉で楽しむ木の作品

料
金

・
一
般

６
０
０
円

・
高
校
・
大
学
生

　
　
　
　
４
０
０
円

・
小
・
中
学
生

　
　
　
　
３
０
０
円

■
ゲ
ス
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

《
編
み
ク
ラ
ゲ
を
つ
く
ろ
う
！
》

◎
4
日
㈯

午
後
１
時
〜
４
時

参
加
費

５
０
０
円　
　
定
員

30
人

指
導

２
０
３
ｇ
ｏ
ｗ
さ
ん

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

時
間

午
後
１
時
〜
４
時

※

い
ず
れ
の
活
動
も
午
後
１
時
か
ら
３
時
30

分
ま
で
１
階
創
作
室
で
受
付

《
木
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
づ
く
り
》

◎
５
日
㈰

２
０
０
円

《
夢
の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
屋
さ
ん
》

◎
12
日
㈰

3
０
０
円

《
木
の
ビ
ー
玉
落
と
し
ゲ
ー
ム
》

◎
18
日
㈯

５
０
０
円

《
は
て
し
な
い
水
族
館
》

◎
19
日
㈰
・
20
日
㈷

５
０
０
円

《
ピ
カ
ピ
カ
メ
カ
》

◎
25
日
㈯
・
26
日
㈰

４
０
０
円

■
は
ま
び
ー

手
作
り
土
曜
夜
市

夕
涼
み
し
な
が
ら
創
作
活
動
を
楽
し
も
う
！

日
時

７
月
11
日
㈯

午
後
５
時
〜
７
時
30
分

　当館は11月で開館30年を迎え
ます。市民の皆さんに支えられ
た30年。皆さんの「こども美術
館」の思い出話を聞かせてくだ
さい。ハガキや手紙、FAXで募
集します。寄せられたメッセー
ジは館内や誌面にて紹介する予
定です。
※　館内に設置した思い出ブー
スで書くことも可能です。

期日　８月30日㈰まで

こども美術館の思い出話を募集！

旧
金
城
支
所
庁
舎
の
解
体
工
事
中
は
騒
音

や
振
動
が
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、
金
城
図
書

館
を
次
の
と
お
り
運
営
し
ま
す
。

場
所み

ど
り
か
い
か
ん
２
階

青
年
集
会
室

期
間８

月
１
日
㈯
〜
令
和
９
年
３
月
31
日
㈬

※

準
備
作
業
の
た
め
、
７
月
29
日
㈬
か
ら

31
日
㈮
ま
で
を
臨
時
休
館
と
し
ま
す
。

問
合
せ

中
央
図
書
館

☎
㉒
０
４
８
０

前
半
は
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
後
半
は
朗
読

「
牡
丹
灯
籠
」
で
す
。

日
時

７
月
26
日
㈰

午
後
４
時
〜
５
時

場
所

中
央
図
書
館

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

料
金

無
料

問
合
せ

中
央
図
書
館

☎
㉒
０
４
８
０

貸出ベスト10（令和８年５月期）
順位 タイトル 著者
1 マスカレード・ライフ 東野　圭吾
2 微笑み迷子 新堂　冬樹
3 変な地図 雨穴
4 方舟 夕木　春央
５ ぬすびと 寺地　はるな
６ 人間標本 湊　かなえ
７ 成瀬は都を駆け抜ける 宮島　未奈
８ 科学的に証明されたすごい
習慣大百科 堀田　秀吾

９ 鬼門の村 櫛木　理宇
10 ＰＲＩＺＥ 村山　由佳

地
域
政
策
学
部
・
地
域
政
策
学
科

経
済
経
営
・
デ
ジ
タ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
コ
ー
ス　
　
　
　
　
　
豊
島

纏ま
と
い

無
事
入
学
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
に
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
、
仲
間
と
と
も
に
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
環
境
が
あ
る
こ
と
を
大
変

う
れ
し
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

島
根
県
立
大
学
で
は
、
専
門
的
な

知
識
を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
自

分
の
視
野
を
広
げ
、
国
際
社
会
や
島

根
県
の
よ
り
良
い
社
会
の
実
現
に
向

け
て
貢
献
で
き
る
力
を
養
い
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
現
代
社
会
は
絶

え
ず
変
化
し
て
お
り
、
少
子
高
齢
化

や
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
な
ど

様
々
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
問
題
に
対
し
て
、
誰
か
に

与
え
ら
れ
る
の
を
待
つ
の
で
は
な
く
、

自
ら
考
え
、
行
動
す
る
力
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
大
学

生
活
で
は
、
授
業
を
通
じ
た
学
び
や

仲
間
と
協
働
し
、
人
と
人
、
地
域
と

人
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
え
る
よ
う
精

一
杯
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
に
は
、
私
た
ち
の

活
動
を
見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
せ

企
画
調
整
課

☎
㉔
２
２
０
１

こ
の
た
び
、
滋
賀
大
学
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
学
部
准
教
授
の
江
崎
剛
史

先
生
（
浜
田
市
出
身
）
か
ら
、
ご
自

身
の
著
書
「
ま
る
っ
と
解
説
Ｐ
ｙ
ｔ

ｈ
ｏ
ｎ
×
ケ
モ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク

ス
デ
ー
タ
収
集
か
ら
予
測
・
生
成

ま
で
」
を
含
む
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
関
連
図
書
43
冊
を
寄
贈
い
た
だ
き

ま
し
た
。

デ
ー
タ
の
分
析
や
活
用
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
用
い
た
課
題
解
決
の
考
え

方
な
ど
、
近
年
ま
す
ま
す
重
要
性
が

高
ま
っ
て
い
る
分
野
を
幅
広
く
扱
っ

て
お
り
、
今
年
４
月
に
開
設
し
た
経

済
経
営
・
デ
ジ
タ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

コ
ー
ス
の
学
び
と
も
親
和
性
が
高
い

内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

江
崎
先
生
か
ら
は
、「
大
学
で
の

教
育
・
研
究
は
も
ち
ろ
ん
、
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
に
関
心
の
あ
る
高
校
生

や
浜
田
市
民
に
も
、
ぜ
ひ
読
ん
で
ほ

し
い
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
社
会
に
求
め
ら
れ
る

デ
ジ
タ
ル
分
野
へ
の
理
解
を
深
め
る

一
助
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ

い
。

問
合
せ

図
書
情
報
課

☎
㉔
２
２
０
４

昨
年
９
月
の
卒
業
生
と
合
わ
せ
、

令
和
７
年
度
は
計
２
２
１
人
の
若
者

が
就
職
・
進
学
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
道

へ
歩
み
出
し
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
卒
業
生（
第
23
期
生
）

の
就
職
内
定
率
は
、
98
・
１
％
（
５

月
１
日
時
点
）
と
な
っ
て
お
り
、
業

種
別
で
は
、
公
務
の
就
職
者
が
17
・

７
％
と
最
も
高
く
、
次
い
で
卸
売

業
・
小
売
業
が
13
・
３
％
、
金
融
業
・

保
険
業
が
12
・
３
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。皆

さ
ん
の
ご
支
援
に
よ
り
、
今
年

も
無
事
に
卒
業
生
を
送
り
出
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
卒
業
生
た
ち
も
浜
田
市

で
の
思
い
出
を
胸
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

進
路
で
活
躍
し
て
い
く
こ
と
と
思
い

ま
す
。

問
合
せ

学
務
課
キ
ャ
リ
ア
・
学
生

支
援
係

☎
㉔
２
２
０
２

特
別
講
演
会
の
ご
案
内

各
界
の
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る

著
名
人
を
講
師
に
迎
え
、
教
員
・
学

生
は
も
と
よ
り
地
域
住
民
の
皆
さ
ん

を
対
象
に
講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
関
西
学
院
大
学
建
築

学
部
教
授
の
山
崎
亮
さ
ん
を
迎
え
、

左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

日
時

７
月
24
日
㈮

午
後
２
時
50
分
〜
４
時
20
分

講
師

山
崎
亮
さ
ん
（
関
西
学
院

大
学
建
築
学
部

教
授
）

演
題植

民
地
的
な
デ
ザ
イ
ン
を
超
え
て

会
場

浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス

講
堂

入
場
料
無
料（
事
前
申
込
み
不
要
）

問
合
せ

企
画
調
整
課

☎
㉔
２
２
０
１
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展
覧
会
の
お
知
ら
せ

７
月
の
イ
ベ
ン
ト

《坂本花織》
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開館時間 9:00～17:00
月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
年末年始・展示替え期間
（括弧は20人以上の団体）
一　般　600円（500円）

展覧会によって異なります
小中生　200円（160円）
高大生　300円（240円）

休 館 日

観 覧 料

※

ギ
ャ
ラ
リ
ー
情
報

　
　
　
　
　
（
観
覧
無
料
）

企
画
展
「
彩
る
世
界

画
家
が
描
い
た
空
・
地
・
水
」

会
期

８
月
23
日
㈰
ま
で

こ
の
た
び
石
正
美
術
館
の
現
代
日

本
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
、
私
た
ち

の
身
近
な
自
然
を
描
い
た
約
60
点
を

展
示
し
ま
す
。
石
本
正
を
は
じ
め
16

人
の
画
家
が
そ
れ
ぞ
れ
の
感
性
で
自

然
と
向
き
合
い
、
一
筆
一
筆
に
思
い

を
込
め
た
作
品
た
ち
。
絵
の
中
に
広

が
る
多
彩
な
世
界
観
を
ご
体
感
く
だ

さ
い
。

出
品
作
家

石
本
正
、
大
槻
ひ
ろ
か
、

岡
崎
忠
雄
、
奥
村
美
佳
、
梶
岡

百
江
、
岸
本
裕
子
、
北
川
麗
、
許

新
航
、
竹
内
茉
利
、
田
畑
奈
那
子
、

中
原
麻
貴
、
中
村
文
子
、
西
久
松

吉
雄
、
八
田
哲
、
三
橋
卓
、
吉
原

拓
弥
（
50
音
順
）

★
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

日
時

７
月
18
日
㈯

午
後
１
時
〜
２
時（
申
込
み
不
要
）

集
合
場
所

石
本
正
記
念
展
示
室
入
口

※

当
日
観
覧
券
又
は
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
パ
ス
ポ
ー
ト
が
必
要
で
す
。

●
寺
井
壽
一
油
彩
展

会
期

７
月
５
日
㈰
ま
で

※

最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

益
田
市
の
寺
井
壽
一
さ
ん
に
よ
る

油
彩
画
展
。
当
館
で
は
２
０
２
２
年

以
来
、
４
年
ぶ
り
３
回
目
の
開
催
と

な
り
ま
す
。
落
葉
樹
の
た
た
ず
む
静

謐
な
情
景
を
描
い
た
作
品
な
ど
約
35《秋深し》2026年

●
鐘
築
等

「
の
・
よ
う
な
似
顔
絵
店
９
」

会
期

７
月
18
日
㈯
〜
８
月
２
日
㈰

※

最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

出
雲
市
の
切
り
絵
似
顔
絵
作
家
・

鐘
築
等
さ
ん
に
よ
る
作
品
展
。
著
名

人
た
ち
の
似
顔
絵
作
品
約
70
点
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

●
夏
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ア
ー
ト
タ
イ
ム

期
間

７
月
22
日
㈬
〜
８
月
21
日
㈮

の
平
日
（
休
館
日
を
除
く
）

時
間

午
前
９
時
〜
正
午

対
象

０
歳
か
ら
の
子
ど
も
と
家
族

内
容

①
み
る
…
「
こ
れ
な
ー
に
？
」
展
示

室
で
お
子
さ
ん
と
話
し
な
が
ら
の

鑑
賞
を
推
奨
す
る
時
間

（
要
観
覧
料
。
未
就
学
児
無
料
）

●
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
い
わ
み
サ
マ
ー

コ
ン
サ
ー
ト

日
時

７
月
26
日
㈰

午
後
２
時
〜
２
時
45
分

（
開
場

午
後
１
時
30
分
）

会
場

石
正
美
術
館

創
作
室

（
入
場
無
料
）

出
演

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
い
わ
み

（
ギ
タ
ー

栃
畠
宏
樹
、
フ
ル
ー

ト

山
根
愛
）

益
田
市
を
中
心
に
活
動
さ
れ
て
い

る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
い
わ
み
さ
ん
に
よ

る
コ
ン
サ
ー
ト
。
今
回
は
夏
休
み
開

催
と
い
う
こ
と
で
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
愛
さ
れ
る
ジ
ブ
リ
メ
ド
レ
ー

を
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
と
フ
ル
ー

ト
の
演
奏
で
お
届
け
し
ま
す
。

②
か
く
…
創
作
室
に
「
お
え
か
き
エ

リ
ア
」
登
場
！
美
術
館
の
画
材
を

使
っ
て
自
由
に
お
え
か
き
を
楽
し

む
時
間
（
無
料
）

点
を
展
示
予

定
で
す
。

世 帯 男 女 総 数
浜 田 18,434 16,746 18,288 35,034
金 城 1,798 1,764 1,871 3,635
旭 1,205 1,139 1,109 2,248

弥 栄 604 489 521 1,010
三 隅 2,644 2,434 2,554 4,988
合 計 24,685 22,572 24,343 46,915

（単位：人）
人　口（令和８年５月末現在）

市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの市長直行
便入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・まちづくりセンターなどに備付け）などをご利用ください。

６
月
７
日
㈰
、
浜
田
市
内
各

地
で
総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
う
ち
原
井
小
学
校
駐
車

場
で
は
、「
体
験
し
て
、学
ん
で
、

も
し
も
に
備
え
よ
う
！
」
を

テ
ー
マ
に
、
多
彩
な
体
験
コ
ー

ナ
ー
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

来
場
者
は
、
消
火
器
の
使
用

方
法
を
学
ぶ
体
験
や
応
急
仮
設

住
宅
の
展
示
見
学
な
ど
を
通
じ

て
災
害
時
の
備
え
を
確
認
。
防

災
ゲ
ー
ム
な
ど
に
も
参
加
し
、

防
災
に
つ
い
て
楽
し
み
な
が
ら

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

毎
月
１
日
発
行

編
集
・
発
行
　
浜
田
市
市
長
公
室

　
　
　
　
　
　
☎
 0855‒25‒9151

　
　
　
　
　
　

ＦＡＸ0855‒22‒3091

各
支
所
　
　
金
城
支
所
　
☎
42‒1234

　
　
　
　
　
旭
支
所
　
　
☎
45‒1234

　
　
　
　
　
弥
栄
支
所
　
☎
48‒2111

　
　
　
　
　
三
隅
支
所
　
☎
32‒2800

浜
田
市
広
報
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